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午前10時00分 開会 

○議長（二橋益良） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で御報告いたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程に先立ち、平成29年９月

湖西市議会定例会議案関係資料の一部訂正について、

総務部長から報告がございます。総務部長。 

  〔総務部長 森 宣雄登壇〕 

○総務部長（森 宣雄） 御報告いたします。本定

例会に配付させていただきました主要施策成果の説

明書の表記に誤りがございました。 

 訂正箇所は、説明書112ページ上段、商工業振興

対策費のうち、新技術・新産業の研究や試作品開発

等を行う市内中小企業に対しての補助実績の金額、

271万4,022円を、271万2,022円に訂正するものでご

ざいます。まことに申しわけございませんでした。

よろしくお願いいたします。 

○議長（二橋益良） 総務部長の報告は終わりまし

た。訂正につきましては、各自でシールを張って訂

正をお願いいたしたいと思います。 

 それでは議事に入ります。本日の議事日程は、お

手元に配付のとおりでございます。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第１ 議案第54号 湖西

市子育て支援条例を廃止する条例制定についてを議

題といたします。 

 なお、当局より参考資料の配付を求められました

ので、これを許可しております。資料はあらかじめ

議席に配付させていただいておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに17番 神谷里枝さ

んの発言を許します。17番 神谷里枝さん。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝。議案第54号

について質疑させていただきます。 

 私はまず、この子育て支援条例を廃止するといい

ますか、見直すということは、これが当初、前市長

が行ったときから反対論は申し上げてきましたので、

よくぞ決断してくださったと思っております。 

 そういった中で、来年30年４月１日施行、６月定

例支払い対応とのことなんですけども、子育て支援

が途切れることなく速やかに支援をしていっていた

だきたいなという思いが強くございまして、その辺

のスケジュールで今後どういったスケジュール、ま

たどういった施策に今使っている子育て支援手当を

使っていこうとしているのか、そういったことも含

めてお伺いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。健康福祉

部長。登壇してお願いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えをいたします。 

 新たな子育て支援策につきましては、市民の皆様

からいただいている声なども参考に、新年度の予算

編成の中で具体的に検討し、平成30年度からできる

ものから実施をしていきたいと考えております。以

上でございます。 

○議長（二橋益良） 17番 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 今の答弁ですと、新年度の予

算編成に向け、来年度予算に反映していくというふ

うにとれるんですけども、そうしますと当局として

は今の子育て支援手当を、給食費とか医療費とかい

ろいろ出ておりますけども、そういった中からある

程度絞って来年度予算でこの支援手当を見直してい

こう、そういうふうに考えていらっしゃるってとっ

てよろしいんでしょうか。来年度６月支払い以降、

即こういった新たな制度を取り入れていくという解

釈でよろしいんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 今、来年度の予算編

成に向けまして、準備段階として全庁的に子育て支

援施策以外の事業も見直しをするということで検討

しております。 

 そういった中で、ほかの事業も含めまして財源を

見ながらできるところから子育て支援策についても

実施していきたいということでございますので、具
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体的には現時点ではまだ申し上げられないという状

況でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。今、市が手当

とか、子育て支援の関係ですけども、手当とか助成

金とか奨学金で20事業ぐらいやっておりますし、そ

れ以外にも今本当にこの制度をつくった当初に比べ

ますと子育て支援策も随分手厚くなってきているか

なと思いますので、当局のほうで本当に何が必要か

ということを精査していただいて、限られた人では

なく、より多くの市民にこういったサービスが行き

届くような方向性を探っていただきたいなと思いま

す。ぜひともよろしくお願いいたします。どうもあ

りがとうございます。 

○議長（二橋益良） 以上で、17番 神谷里枝さん

の質疑を終わります。 

 続きまして７番 渡辺 貢君の発言を許します。

７番 渡辺 貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） ７番 渡辺 貢であります。

同じく議案第54号についてお尋ねをさせていただき

ます。 

 本条例は、ただいま神谷議員からもお話がありま

したように、一部に異論は当時ありましたけれども、

平成17年の３月議会だったと思いますけども、可決、

成立をしたというものでございます。前年の12月に

新たに就任をされた前市長は、当時、この子育て支

援の取り組み姿勢を全国に情報発信していきたいと

いう説明をされまして、湖西市独自の施策として、

他に誇れる先進的な制度としてスタートをしたとい

うふうに思っております。一定の所得制限のもとで

複数の子供を持つ家庭や、保育園・幼稚園の保育料

の助成措置は、対象者にとって大変ありがたいもの

であるというふうに思います。 

 10年を経過した今、財政事情を考慮すると、１億

3,000万円余を必要とするこの湖西市単独事業を続

けることの難しさは、私も理解せざるを得ないと、

そういうふうに思っております。 

 ただ、これまで受給をされてきた家庭にとっては、

突然の廃止の影響は極めて大きいものがありまして、

市長はもちろん、この提案を認めることになれば、

私たち議会への反発も相当あるのではないかという

ふうに懸念をいたしております。市民と接すること

になる場面では、当然このことを聞かれることにな

るのではないかなと。先のことになりますけれども、

議会報告会の場面もちょっと心配をいたしておりま

す。 

 新たな福祉給付を始めるときは大変喜ばれます。

ただ逆に、廃止や引き下げを行おうとすると嫌われ

ると。こういう現象は当然でありますけれども、こ

の嫌われ役を買って出た市長のお気持ちは、察して

あげなければならないというふうに思いますが、財

政事情という一言では片づけられない内容だと思い

ますし、いずれにしてもその必要性や理由について、

丁寧な説明をしていくことが大切だというふうに思

っております。 

 十数年実施してきたこれまでの実績をどのように

評価され、現在に至るまでの子供を取り巻く環境や

ニーズをどのように捉えてのことかという点を含め

て、制度廃止の理由及び市長としての決断に至った

思いについて、説明をお聞かせいただきたいと思い

ます。お願いします。 

○議長（二橋益良） 答弁をお願いいたします。健

康福祉部長。登壇してお願いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） それでは私のほうか

らお答えをさせていただきます。 

 平成17年度から13年間にわたり、市独自の子育て

世帯への支援として、一定の要件を満たした方に子

育て支援手当の支給及び保育園・幼稚園就園助成金

の支給を行ってまいりました。 

 子育て支援手当は、平成29年度予算を含め６億

4,041万円、就園助成金は８億1,222万2,000円、合

計14億5,263万2,000円を、対象者約19万人に支給し

てきたものであり、子育て世帯への経済的負担の軽

減という面では一定の評価ができるものと考えてお

ります。 

 この間、少子化・核家族化の進行、女性の社会進

出の拡大、地域のつながりの希薄化、さらには教

育・保育施設の老朽化など、子供を取り巻く環境は
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変化し、低年齢時からの保育や家庭における養育支

援に対する要望が高まってきております。 

 そうした中、今後は限りある財源の中で、より幅

広く、より長きにわたって、必要なところに確実に

支援をしていきたいということから、廃止をするこ

とになったものでございます。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君、いかがですか。 

○７番（渡辺 貢） 廃止理由、いろいろたくさん

おっしゃってくださって、ちょっとメモし切れませ

んでしたけれども、また後で内容よく私も把握した

上で、同じような説明が市民にできるように努めて

まいりたいと思っております。 

 今後の方向性については、また後少し聞かせてい

ただきますけども、２番目の質問へ入ります。 

 ３人以上の児童を抱える家庭への影響というのは、

中でも大変大きいものがあるというふうに思います。

かつて、70歳を超えると医療費が無料になったとい

う時代がございます。70歳になるとお医者さんただ

だよということで、大変お年寄り喜んだ時代が一時

期あったわけですけれども、その後順次制度が改正

をされまして、高齢者にとってその負担はふえてま

いりました。 

 マイナス的な行政サービスに変更する場合、一気

にやるんではなくて、段階的な措置をとる場合がま

まあると思います。支援対象者への影響を考慮して、

複数年かけての激変緩和的な方策をとることは考え

られなかったのかどうかについて、お尋ねをいたし

ます。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 激変緩和策をとるこ

とも検討はいたしましたが、新たな子育て支援策を

実施する場合、子育て支援への支出がその間膨らむ

こと、またシステムの改修や維持管理経費も必要と

なることから、市の財政事情が厳しいこともあり、

激変緩和の方策をとることは困難であると考えたも

のでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） わかりました。３つ目の質問

に入ります。 

 先ほど神谷議員もお尋ねになった中で、今の段階

ではなかなか言いにくいというふうなお答えだった

と思いますけども、市民の理解を得るためには、制

度を廃止することに対応して、これからの子育て支

援をどのようにしていくかと、こういう説明がどう

しても必要になるなというふうに思っております。

このことは重要だなと。提案説明にありました、よ

り幅広い世代を対象とした新たな子育て総合支援策

とは、一体いかなるものなのかと。現時点で言いに

くいというのは理解はいたしましたけども、今の段

階で言える、ちょっとぼかしても結構ですけども、

言える思いがあったら説明をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 ちょっと重複があるかもしれませんけど、先ほど

の質疑とですね、改めて今回この条例廃止を提案さ

せていただいた理由といいますか、主に２点、改め

て御説明をさせていただきますと、１点目は今おっ

しゃった中にもあったとおり、財政事情が非常に厳

しくなっていると。これ、きょう、議場配付で補足

資料を提出させていただきましたけれども、一見し

ておわかりのものもあるとおり、１番目の歳入の減、

これは税制改正、法人税の改正によって一部推計も

ありますけれども、約15億円の減収が見込まれてい

ると。もう一つ、これも合併特例債等々の減少によ

って、結果的にはゼロになった暁には約15億円、ト

ータルで30億円の、これまでに比べると歳入の減が

見込まれていると。これはかなり、今一般会計200

億円という市の予算の中で１割以上に相当する、相

当大きな歳入減、自然減が見込まれています。 

 一方で、２番目の歳出の増要因。これは全国的な

影響もありますけれども、少子高齢化による社会保

障費、扶助費の増加によって、約６億。これも一部

推計がありますけれども、ほぼほぼこのようなペー

スで６億円の歳出増が見込まれている。結果的にど

うなるかといいますと、裏面にあるとおり、一番下

の財政調整基金ですね、財政調整基金が年々減少を

してきております。これはやむなく取り崩して、市

の貯金を取り崩して、歳出の穴埋めに使っている。

歳入減と歳出増の穴埋めに使っていると。これも今
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のペースで行くと、ここは今、33年までの推計にな

っておりますけれども、35年ごろには底をつきてし

まう。そうすると結果的には予算が組めなくなって

しまうというような、決して楽観ができるような財

政状況ではないということが、これはもう事実、そ

して客観的事実として御理解いただけるかというふ

うに思います。 

 それで、その中でもやはり今先ほどの答弁にもあ

ったとおり全庁的な見直しを、歳出の見直しを進め

ております。事業見直しを進めておりますので、こ

れは当然この子育て支援条例だけを狙い撃ちして廃

止するというものではなくて、いろんなやはりさま

ざまな例えば公共事業もあるかもしれませんし、そ

れ以外の教育施策、当然廃止をしたくないものもあ

りますけれども、全庁的な見直しの中で歳出増や歳

入減を賄っていかなければならないというふうに考

えております。 

 ２点目としましては、今回この子育て支援条例の

廃止というところに関しましてはですけれども、市

民の皆様に、特に子育て世代の対象の方々に、健康

福祉部の部署を中心にアンケート調査をしていただ

きました。市民の方々にですね。その中ではかなり

の人数とっていただきましたですけれども、このい

わゆる子育て支援金であったりだとか就園助成より

も、それ以外の例えば高校生までの医療費助成であ

ったりですとか、給食費の助成であったりとか、給

付型の奨学金、または予防接種等々の助成というと

ころが多く望まれているというような実態も明らか

になってきたところであります。 

 もちろん、それを、どれをどこまでということは、

今後の予算編成の中で具体的に検討してまいります

けれども、そういった市民の要望、もしくは財源確

保、そういったことを一体に検討しなければならな

いと思ってますので、あくまで今回、この条例廃止

ということが先に出てきたように受けとめられてお

りますけれども、極力これは、施行は来年度であり

ますので、新たな子育て支援策と一体で、この条例

廃止と新たな子育て支援策ということはセットで行

いたいと。提案理由説明でも申し上げたとおり、決

して子育て支援策が結果としておろそかになること

のないように、先ほど部長の答弁にもありましたと

おり、より幅広く、長い世代にわたって支援ができ

るような方策というものを今検討しておりますので、

それは30年度予算の中でまた改めてきっちりと御説

明や御理解をいただけるように予算を組んでまいり

たいというふうに考えております。 

 ですので、これが結果的にやはり活気のあるまち

ですとか、人口減少を食いとめるというところにつ

ながるような政策というものをつくり上げてまいり

たいと思っております。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） ありがとうございました。 

 正直なところ、私たちも財政厳しいなというのは、

学校の修繕もこんなところまで直してもらえないの

かなというような現場も見ておりますし、それから

市長さんも最初に学校見ていただいたときに、トイ

レの洋式化の問題、これも何とかしてあげたいなと、

そういうさまざまな、病院の問題もありますし、財

政上いろいろ苦しいなというのは、私どももよくわ

かっておりますので、ある程度しようがないかなと

いうふうな思いもいたします。 

 そういう意味では、余り耳ざわりのいい話を市民

になかなかしにくい今状況かなというふうに思いま

すので、市長さん大変だなとは思いますけれども、

ぜひ廃止と、それからちょっと違うけれども子育て

支援はしっかりしていくよという、このセットの話

の中で、できるだけそれが皆様の評価を得られるよ

うな内容のものにしていただくようにお願いをいた

しまして、私の質疑を終わります。ありがとうござ

いました。 

○議長（二橋益良） 以上で、７番 渡辺 貢君の

質疑を終わります。 

 続いて１番 福永桂子さんの発言を許します。福

永桂子さん。 

  〔１番 福永桂子登壇〕 

○１番（福永桂子） 同じ質問になりますけれども、

議案番号第54号についてお伺いいたします。 

 先輩議員の質問によって、ある程度理解をいたし

ましたので、私のほうはちょっと割愛させていただ

いて、ポイントだけを絞って質問させていただきま
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す。 

 この子育て支援事業というのは、大変その対象者

である子育て世代にとってはありがたい制度である

ことは確かなんですね。そして反面、利用しない人

にとっては恩恵を受けることができません。 

 １番の質問なんですけれども、これまでこの事業

に充てられていた財源をどう利用するのか、それを

お伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 総務部長。登壇してお願いし

ます。 

  〔総務部長 森 宣雄登壇〕 

○総務部長（森 宣雄） お答えをいたします。 

 本日配付をさせていただきました資料にもござい

ますように、湖西市の財政状況は、現在そして将来

にわたり、非常に厳しいものがございます。 

 平成29年度の当初予算において、９億6,000万円

もの財源不足から、その全額を財政調整基金の取り

崩しにより調整をいたしました。また来年度以降も、

普通交付税は合併算定がえの段階的な縮減により、

毎年約２億5,000万円ずつ減少し、平成32年度には

本年度に比べ６億2,000万円ほどの減収が見込まれ

ております。加えて、平成31年度に消費税率が10％

に引き上げとなれば、それに伴う法人市民税法人税

割への影響額は、平成32年度で約１億7,000万円、

影響が通年となる平成33年度には３億4,000万円ほ

ど減収すると試算されるなど、さらに財源不足が生

じる極めて厳しい状態にあると認識をしております。 

 市といたしましては、こうした状況を踏まえ、全

ての事業において不断の見直しが必要なことから、

子育て支援も含めた市全体の事業を考慮した上で、

限りある財源が効率的かつ効果的に配分できますよ

う、今年度の予算編成の中で検討してまいりたいと

考えております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） ありがとうございます。とい

うことは、今までの予算があるので、それをそっく

りそのまま子育て支援事業に充てるというのではな

くて、経費合理化といいますか、トータルで原資圧

縮のためとそのように理解してもよろしいですか。 

○議長（二橋益良） 総務部長。 

○総務部長（森 宣雄） 今回の廃止に伴います生

まれた財源につきまして、それが必ず子育て支援に

回るという、もともとそういう決まったものはござ

いません。市全体で30年度の予算編成をする中で、

貴重な財源として今後何が必要か、必要なところに

必要な予算を配分していくと、そういう基本的な考

え方で今後検討してまいりたいと考えております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） わかりました。それでは２番

目に移りたいと思います。 

 渡辺議員の御質問で大体わかったというか、聞い

ていたんですけれども、子育て支援のはっきりとし

た全体像というのがやはり見えてこなかったんです

ね。初めにこの従来ある事業を廃止ありきで、次計

画はそのうちにというのでは、少し市民にとっては

わかりにくいんではないかな、なぜ廃止するのかと

いうことはわかりにくいんではないかなという点が

ございますけれども、それはどのようにお考えにな

りますでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） まず、市の子育て支

援の計画という部分で申しますと、平成27年度に策

定した子ども・子育て支援事業計画がございます。

それが全体の総合的な子育て支援の計画ということ

になりますが、そちらにつきましては、現在、今回

の条例廃止とか今後の新しい施策の導入ということ

も含めまして、今後必要に応じてその計画は見直し

をしながら子育て支援事業を効果的に推進していき

たいと考えております。ですから、今回の条例廃止

に伴った今後の施策の計画というものは、特に予定

をしてございません。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 効果的に使われているとなれ

ば、そのまま継続していくことがもちろん望ましい

んですけれども、そうでないという判断であったと

いうことだと思います。他の事業を廃止をしてみた

り、凍結したりすることで、これから検討していく

という、そのようなことですね。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 
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○健康福祉部長（山本 渉） そういうことになろ

うかと思います。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） わかりました。 

 もう一つなんですけれども、市長が人口減少の対

策としても考えていくというふうにおっしゃってい

たんですけれども、この子育て支援事業というのは

結局近隣市町村では取り扱っていなかったものだか

らこそ、やはり湖西市を子育て世代が選んでくれる

というメリットもあったと思うんですね。そのとこ

ろで、この総合的に推進していこう、それをつくっ

て総合的な計画案をつくっていこうとされるときに、

やはり定住・移住について、つなげることも踏まえ

て総合的な子育ての計画を立てていくという理解で

よろしいですか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） おっしゃるとおりで、やはり

人口減少を食いとめるということが、この湖西市に

とっては非常に重要な課題になってますので、それ

につなげるようなこの子育て支援ももちろんですし、

ほかの学校でありますとか、さまざまな公共事業も

もちろんそうですし、効果の高いもの、そして市民

の方々、もしくは市外、県外の方々も湖西市に注目

していただけるような施策を打ち出していきたいと

いうふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） ぜひ本当に人口減対策につな

がっていったらうれしいなと思います。 

 それでは３番目の質問ですけれども、こちらのほ

うも渡辺議員と同じように段階的にということをお

聞きしたかったので、そのところはわかりました。 

 ただ、もう少し配慮、廃止されて手当を受けられ

ないそういう世帯への配慮や、また新たな支援策と

いうのは考えられているかどうか、現時点でよろし

いですけれども、お伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 新たな子育て支援施

策等を実施することによりまして、これまでの対象

世帯も含めまして、より幅広く、より長く子育て支

援ができるものと考えております。以上でございま

す。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 具体的な案はまだ考えていな

いということですね。 

 この支援策ですけれども、子供をこれから産みた

い人とか、例えばもう既に妊娠している人たちを含

めると、相当大きな幅広い範囲での世帯に及ぶと思

うんですね。なので、その影響に対する配慮という

のを何か考えていただいて、やっていただけたらな

と私のほうは思います。 

 それでは４番目の質問に入ります。 

 こちらのほうは、子供を取り巻く環境が変化して

きたということはわかるんですけれども、その状況

によって、よりマッチしたものを改善してつくって

いきたいということも理解できますけれども、もう

少しこのようなことも含めて、もっと早く市民に理

解を求める必要があったんではないかと私は考える

んですね。この時点で、８月末でしたか、新聞に載

ったのは。いつでしたかね。８月の末ですね、載っ

たのは。それで市民が、大体の市民がわかったんで

しょうけども、その時点で、いやいや私はこの支援

策を残してほしいんですということを市民が訴える

こともできない。それだけ短い期間での決断だった

わけなんですけれども、ちょっとその辺のことにつ

いてお伺いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） この事業の廃止につ

きましては、平成29年６月議会の一般質問におきま

して、廃止について検討している旨を答弁をしてお

ります。 

 その検討の結果、限りある財源の中で、より幅広

く、より長きにわたって必要な子育て支援をしてい

くべく、早急にということで９月議会、本議会へ上

程したというものでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 福永桂子さん。 

○１番（福永桂子） 平成29年の６月議会で廃止に

向けての検討をしていると言われた、出ていたとし

ても、市民に対してそれをもっとＰＲして、周知し

ていったということは、私はちょっとなかったよう

に思うんですね。やはりそのあたり、すごく唐突の
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感は否めないと思います。もう少し早く市民のため

に配慮して周知できなかったかなという疑問は残っ

ています。 

 この事業を本当にこの今の環境に合ったものとし

て、新しく、公平性を保って、やっていただくとい

うことも必要かなとも思っていますので、今後それ

を見たいと思います。これで私の質問は終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、１番 福永桂子さん

の質疑を終わります。 

 続いて５番 楠 浩幸君の発言を許します。５番 

楠 浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） ５番 楠 浩幸でございます。

私のほうからも議案第54号について、３点通告をし

てございますので質問したいというふうに思います。 

 まず１点目ですけれども、あしたからまた決算審

議がございます。湖西市の事業も400、500、多くあ

る事業制度の中で、今回の当該制度を選択した背景、

もろもろは伺いましたけれども、優先順位をどのよ

うにつけて今回の条例を廃止に至ったのか、意思決

定に至ったのか。もう少し事例を加えていただいて、

ここから手をつけなくてはいかんなというふうに御

答弁いただきたいなというふうに思うんですね。 

 私も働く世代の仲間が多くございまして、今週も

労福協の幹事会があったり、来週も連合の代表者会

議に出席をしたりして、今回の審議についての報告、

意見聴取もしていかなければならないというような

こともありまして、エビデンスが欲しいんですね。

どういった背景で、どういったような事業がある、

こういった事業、こういった事業、こういった事業

がある中で、今回この事業を選択をしなければなら

なかったというような、もう少し具体的な御答弁を

いただきたいというふうに思います。よろしくお願

いいたします。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。健康福祉

部長。登壇してお願いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えをいたします。 

 この事業につきましては、以前から議会におきま

しても、また市民の方からも見直し等さまざまな意

見をいただいておりました。 

 また、全庁的な歳出見直しの中で、この事業は市

独自の施策として全額市の負担で行っておりまして、

廃止することによる財源効果が大きいことから、新

たな子育て支援事業実施のためのスクラップ・アン

ド・ビルドとしても妥当であると考えております。 

 優先順位ということでございますが、この事業の

廃止を最優先ということでは必ずしもなくて、全庁

的に事業の見直しを現在しているという中で、この

事業については条例によって実施がされているとい

うことでございますので、議会に上程する必要があ

る。また市民の方にも早目に周知をしたいというこ

とで、今回上程させていただいたものでございます。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君、いかがですか。 

○５番（楠 浩幸） おおむね理解はできましたけ

れども、２番目は何なのか、３番目は何なのかとい

うところがすごく私たち市民としては心配になって

くるんですけれども、そのあたり、もう少し具体的

な事業とか、こういったところに手を入れていかな

くてはいかんなということはなかったですか。もう

少し具体的に欲しいです。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） 僕のほうからお答え申し上げ

ます。 

 今、部長の答弁であったとおり、この事業を廃止

するためには条例の廃止が必要だということで、今

回、予算編成とかその中でやはり具体的には検討し

ていくものの中で特出しという形で条例廃止に至っ

たというものでありまして、例えば今やっている事

業、さまざまありますけれども、道路の修繕とか施

設の改修であったりとか、そういうものを予定どお

りに行うのか、もしくは凍結をして少し先送りせざ

るを得ないのかというものがかなりあるというふう

に思っております。今の財政状況からするとですね。

そういったもの、ちょっと今箇所づけで個別にここ

だということを申し上げるわけにはいかないですけ

れども、そんな中で一つとしては、この子育て支援

手当というものを見直すと。これは子育ての今まで

の事業の見直しでということでありますので、さら
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にこれで新しくもしくは行うことがあれば、最優先

事業としてやっていくことはあるでしょうし、そう

いったものはしっかりと予算編成の中でやっていく

ということを御理解いただければと思いますので、

今申し上げた施設というのは学校施設であったり、

道路であったり、さまざまあると思いますけれども、

例えばそんなことが挙げられるんではないかなとい

うふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 来年度の予算については、今

回の議会が終わってからスタートされるかと思いま

すけれども、その辺も見守っていきたいなというふ

うに思います。 

 ２つ目の質問に移りたいと思います。 

 議案説明で、今回の議案について私どもに背景

等々を教えていただいているわけなんですけども、

その中に、先ほど渡辺議員からの質問にもありまし

たけれども、子供を取り巻く環境の変化ということ

でいろいろと言っていただいたんですけれども、子

育て世代へのアンケートを実施したということなん

ですけども、具体的にそこの数値ですとか、何か資

料のようなものは提示いただくことはできなかった

ですかね。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） ただいまのアンケー

トでございますけども、８月28日の議員全員協議会

の中で本事業の廃止について説明をさせていただい

ておりますが、その資料の参考としまして一応アン

ケートの結果については簡単ではございますが載せ

てございます。 

 このアンケートにつきましては、６月に児童手当

の、国の児童手当ですね、の対象世帯の現況届の手

続時点で、窓口に見える方と郵便で手続される方と

見えますけども、窓口に見えた方に簡単にアンケー

トを実施したというものでございまして、全体で

882人の方に回答をいただきました。その中で、希

望する子育て支援策は何かということで選択肢を設

けまして、一つ選択をしていただいたというもので

すけども、一番多かったのが高校生までの医療費の

助成、次に給食費の助成、次に予防接種費用の助成、

そういったような形でアンケート結果は出ておりま

す。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 後で結構なので、そういった

詳細のデータをいただくことは可能でしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） それは可能でござい

ますので、提供したいと思います。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） わかりました。 

 ３番目の最後の質問に行きたいと思います。 

 同じく議案説明にございますニーズの変化。先ほ

ども御答弁いただいたんですけれども、いつごろか

らどのように変化をしたのか。その変化した要因に

ついてお伺いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） ニーズの変化につき

ましては、一つは低年齢時からの保育の要望、学童

保育の希望の増加、子育てに関する相談支援や一時

預かり、あるいは交流の場の要望などが年々大きく

なっております。 

 その要因としましては、やはり女性の社会進出の

拡大や核家族化、地域のつながりの希薄化などが挙

げられると考えております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） いつごろからというところが

抜けてたと思うんです。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 明確にいつごろから

というのはちょっと申し上げにくいところがござい

ますけども、一つの考え方としますと、1970年代に

合計特殊出生率が2.05を割り込んだと。要するに人

口を維持するための数値が2.05ということでござい

ますが、数字を割り込んだということで、少子化が

始まったということで言われております。 

 同時期から、婚姻率も低下をしているということ

でございまして、さらには1990年代のバブルの崩壊

後、それに拍車がかかったものと考えております。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 



１４８ 

○５番（楠 浩幸） 遠い昔のお話をされてもよく

わからんのですけども、事務事業評価を26年、27年、

28年をこの子育て支援事業を見たんですね。総合評

価が、評定が26年Ａ、27年Ａ、で、28年でいきなり

Ｃになっておるんです。この辺の変化についてどの

ように、いつごろというふうなことを踏まえて教え

ていただければ。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 28年度に市長の交代

がございまして、財政事情も踏まえて子育て支援事

業全体を見直していく必要があるという中で、その

一つの見直しの施策の一つとして28年度はその事業

を見直しをしていこうということで評価をしたとい

うものでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 庁内での評価ということです

ので、そういうことになるのかなというふうに思い

ますけど、一方で湖西市が毎年調査をやっている市

民の意識調査の報告書で、先ほど来子育て世代、若

年の世代の方のニーズについてということで調べて

おられると思うんですけれども、例えば16歳から26

歳での一番高いニーズというのは何だったですかね。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） ただいまちょっと即

答はできかねますので、時間をいただければ確認を

させていただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 私の手元に資料がございます。

16歳から29歳、へのは38しかないんですけれども、

34.2％という数字が一番多くて、その内容が子育て

支援手当の充実というふうに記載があるんですね。

28年の意識調査の結果なんですけれども、今までの

御答弁となかなかマッチがしないんですけれども、

この乖離をどのように説明すれば、私はいいんです

かね。お願いします。 

○議長（二橋益良） それでは、今質問の途中では

ありますが、ちょっと答弁に時間がかかりそうだと

いうことで、ただいまから休憩をとりたいと思いま

す。楠 浩幸君、よろしいですか。 

○５番（楠 浩幸） はい。 

○議長（二橋益良） それでは、再開は11時５分と

いたします。 

午前10時53分 休憩 

───────────────── 

午前11時05分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて会議を

再開いたします。 

 会議の冒頭に、事務局長のほうから報告がござい

ますので発言を許します。 

○議会事務局長（山本一敏） 先ほど楠議員の質疑

の中で、資料請求がございました。これにつきまし

ては議長から当局側に依頼をさせていただき、許可

を得た後、全議員の皆様にお配りする形をとらさせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。

以上です。 

○議長（二橋益良） 楠議員、よろしいですね。 

○５番（楠 浩幸） はい、お願いします。 

○議長（二橋益良） それでは、楠君の質問の途中

から再開をさせていただきます。 

 それでは答弁を求められておりますので、答弁お

願いします。健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 市民意識調査につき

ましては、昨年度に一般市民の方を対象にやられて

るものであります。今年度に入りまして、この事業

の見直しを具体的に進めようとする中で、改めて子

育て世帯を対象としてアンケートをとりたいという

ことでとりました結果が、先ほど申しましたような

結果となったということでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 実際に子育て世代の皆さんを

対象に幅を広げて調査をした結果、そういったニー

ズを改めて把握をしたということで理解をいたしま

した。 

 非常に厳しいところなんですけれども、財政状況

の説明も受けまして、非常に厳しい状況というのは

わかりました。ただ、やはりしっかりと、もっとや

るべき施策があったんじゃないのかなというのは正

直思うところなんです。一般質問でも行いましたよ

うに、産業施策の強化によって、とりわけ中小企業

の支援によって、法人市民税が増額したりですとか、
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設備投資によって固定資産税が増額につながります

ね。ひいては従業員、市民の所得向上につながって、

地方税の増額、実入りに対しての政策に対して、ど

れだけ汗をかいたんですかということも、やはり知

りたかったですし、湖西病院についてもそうですね。

繰出金の減額などの行政がどれだけ血を流しました

かというような御答弁もいろいろとお伺いしたいと

ころですけれども、これだけ行政が頑張った、でも

まだこれだけ足りないと。市民には申しわけないけ

れども、ちょっと我慢をしてほしいよというような

気概をもった行政の施策を期待を申し上げまして、

私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、５番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 

 続きまして11番 荻野利明君の発言を許します。

荻野利明君。 

  〔11番 荻野利明登壇〕 

○11番（荻野利明） 11番 荻野利明です。３点ほ

ど質問させていただいているんですけども、大体の

ことはわかりましたので、わかったことは省いて質

問させていただきたいと思います。 

 まず、１点目のこの条例の目的、これ達成された

からやめるわけではないんですね。ないですね。達

成してないけども、銭が欲しいから、財源が欲しい

から、やめるということでいいですね。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。登壇してお願

いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えをいたします。 

 この条例の目的は、子育てにかかる経済的負担を

軽減し、次代を担う児童の育成に資するというもの

でありますので、議員御指摘のとおり、その目的は

今後も継続をしてまいりますが、目的達成のための

施策を、より効果的かつニーズに合うものに見直し

ていこうとするものでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） ありがとうございました。い

ろいろ言いわけをしてるとしか聞こえないんですけ

ども、どう見たって今までの議論聞いてて、これ、

財源が欲しいから廃止をする。だって後何も決まっ

てないわけですからね。そうじゃないんですか、こ

れ。説明をしてほしいって言ったって何も説明しな

い。何も決まってない。ただただ財源が欲しいだけ

で廃止をしてしまう。そうじゃないんですかね、こ

れ。違うと言うんなら、この総合的に推進する、何

をどう総合的に推進するのか、具体的に言ってもら

わなきゃ、我々だって市民に対して説明できないじ

ゃないですか、これ。後から決めるっていう話では。

そうじゃないですか。市民に納得してもらえるよう

な説明をしていただけますか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 先ほど来、御質問にもありましたですけれども、

やはり２点でのお答えになりますが、財源が欲しい

欲しいという御指摘ありましたけれども、これは全

庁的にやはり事業の見直しを行って、身の丈に合っ

た施策を湖西市として進めなければならない。これ

は現実があるので、そこはしっかりと財源と施策は

マッチングさせていかなければならないというふう

に考えておりまして、これはこの子育て支援手当に

限らず、先ほど申し上げた施設の改廃でありますと

か、公共施設もこれから見直しをしていきます。そ

ういった全てのところで見直しを行っていかなけれ

ばならないというふうに考えております。 

 一方で、この子育て支援のさまざまな施策に関し

ましては、実はことしの４月から既に中学生までの

子供医療費の無料化ということで無償化を既に実行

した施策もあります。そういったさまざまな、必要

なところに確実に手当できるような形でということ

で、先ほどの部長の答弁にもありましたとおり、こ

としの６月からしっかりと子育て世代の方々にも御

意見を聞かせていただきましたし、その中でどうい

ったものが必要とされている、もしくはその中に例

えばそこに項目に挙がっていなかったとしても、先

進的な自治体でこういったことをやってるというこ

とも今研究をしておりますので、決して、やはり財

源が豊富にあって何でもどうぞというようなところ

であれば、今までのことを継続が可能かもしれませ

んけれども、やはり必要なところに手当ができるよ

うなものをセットで、この廃止だけではなくて、新
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たな施策ということを予算編成の中でやっていきま

すので、これはあくまでも条例の廃止というものが

あるので、今回こういった御提案をさせていただき

ましたが、改めてこれは早期の周知という意味も含

めて、今回の条例提案とさせていただいて、具体的

には年末の予算審議の中でしっかりと決めていく。

それは先ほど、繰り返しになりますが、ニーズの変

化ということで子育て世代の方々からお求めいただ

いてる施策もありますので、そこをきっちりとセッ

トで廃止と新たな制度の創設ということをやってま

いりたいと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） わかりましたって、納得しま

したということではありませんので、言ったことは

理解できました。 

 ２点目行きますけども、環境やニーズの変化と言

ってますけども、この条例ができたときと今と、私、

基本的に変わってないと思うんですね。少子高齢化

の時代、もう始まってた。10年前の話ではないです

よね、少子高齢化って。そういった意味で基本的に

は変わってないと思うんですね。子育て世帯にこう

いう手当が必要だということで始まったわけですか

ら、その目的が達成もされていないのに、これをや

めてしまう。私は非常に納得ができない内容なんで

すね。本当に。まあ今聞いてもしようがないか。こ

れにかわる施策というのはできるのかどうなのか。

その点だけ、絶対やるという決意を述べてください。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 これにかわる施策というものは、今しっかりと健

康福祉部も含めて予算編成の中で検討というか、前

向きにそこをやっておりますので、先ほど例示させ

ていただいた高校生までの助成なのか、給食費なの

かということは、当然これからさまざまな、経費も

どれぐらいかかるかというような研究も必要ですの

で、そこは予算編成の中できっちりと結論を出して

まいりたいと思いますし、決して新しい施策だけで

はなくて、例えば、さっきも少し出ましたけど、環

境の変化という意味では、今家庭のトイレが洋式が

主流になっているのになかなか学校の和式トイレが

洋式化が進まないというようなところも、これも財

源がなかなか手当できなくて進まないということも

ありますし、施設、例えば学校の外壁とか、そうい

ったベランダだとか、老朽化しているのにそこはな

かなか直せないという現実もあります。そういった

やりたいけれどもできなかった、子育て支援の中で

もやりたいけれどもできなかったことに振り向ける

と。今までやっているものに対して、さらに増額と

いいますか増強していくということも含めて、そこ

は子育て・教育の支援を充実させるということはト

ータルで市民の皆様にも御理解いただけるように、

今後の施策の中で、予算編成の中でしっかりと前向

きに検討してまいります。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） この問題と洋式トイレどうの

こうのと、逆に対立させて考えるほうが私は間違っ

てるんじゃないかなと思うんですね。別に対立させ

て、こっちをやるからこっちをやめちゃう。そうい

う問題じゃないと思うんですね。それはできるだろ

うって、そんなことしなくてもね。私はできると思

います。以上で終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、11番 荻野利明君の

質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方、

ございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論行います。討論発言通告書が提出されており

ますので、11番 荻野利明君の発言を許します。11

番 荻野利明君。 

  〔11番 荻野利明登壇〕 

○11番（荻野利明） 11番 荻野利明。議案第54号 

湖西市子育て支援条例を廃止する条例制定について、

反対討論を行います。 
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 子育て支援手当、保育園・幼稚園就園助成金の制

度は、湖西市独自の制度であり、子育て世帯の負担

軽減を図るためのものでした。この子育て支援制度

を廃止するということですが、影山市長は選挙公約

で、１、幸福度日本一のまち、２、人口減少に歯ど

めをかけ活気あるまち、３、日本一思いやりのある

まちを公約しています。こうした公約に照らしても、

今回の廃止は納得のできないものです。子育て支援

策を総合的に推進すると言っていますが、今ある支

援策にさらに上乗せをしてこそ、幸福度日本一の湖

西市になると考えます。今回の廃止は、子育て世帯

に負担を求めるものであり、少子化対策の後退と言

わざるを得ません。以上の理由で反対討論といたし

ます。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は反対討論で

した。賛成討論のある方、ございませんか。６番 

佐原佳美さん。 

  〔６番 佐原佳美登壇〕 

○６番（佐原佳美） ６番 佐原佳美でございます。

議案第54号 湖西市子育て支援条例を廃止する条例

制定について、賛成の立場で討論させていただきま

す。 

 私は、この議案説明のときに、幅広く、より長く

支援できるよう一旦本条例を廃止するもの、今後も

子育て支援を充実させ、湖西市に住みたいと思う人

がふえるようにしていきたいという説明に納得をい

たしました。そして、８月28日の全員協議会でも配

付されましたアンケートや新聞報道も翌日されまし

た、子育て世代へのアンケートの中に、高校生まで

の医療費助成を望む声が45.1％と一番多かったり、

その次は給食費の助成、そして予防接種費用の助成

というのが13.3、12.7％というように続いてたもの、

そしてこれを継続する希望のある方というのは６％

という、この数値を見ましたときに、ちょっと驚い

たというか、どういう世代、子育て世代とはいって

も子供さんの年齢が大きい方なのかという思いもし

ておりましたが、きょうの御説明の中で、国の児童

手当の現況届にお見えになった方に、882人に調査

をした結果ということで、15歳までのお子さんを持

つ御家庭にとったということで、小・中学生の医療

費がこの４月から無料になりましたので、いざこの

御家庭が高校生に子供さんがなるときに、いやこれ

からは不自由だなという思いが皆さんされたのかな

というところで、大いに、これは決してこの費用を、

財源をカットするためのものではなくて、より子育

て世代の意向に沿う施策にしようとしているという

ことがわかりました。 

 そして、また今のるる御説明がありました中で、

必要なところに必要なサービスをつける。ざっくり

と第二子以降に、第二子に３歳までに5,000円、第

三子に１万円、三子以降に、３歳までという形より

も、より市民が必要とするところへ必要な予算を設

けていくという、これは本当に市民ニーズに沿った

施策を展開しようとしているという市長の御意向が

よくわかりました。 

 それで、私としましては、この高校生までの医療

費助成といいますと、この３歳までという御家庭に

何か廃止という言葉で不利なような印象があります

が、私の希望といたしましては、３歳までの低年齢

のお子さんを持つ家庭へはファミリーサポートの託

児をするときの２歳からとか、あるいは１時間300

円というような預かる年齢の条件の緩和とか、料金

の割り引いて、ある程度のチケットは割り引いたも

のを差し上げるとか、本当に必要なところに必要な

現物給付というような形で市民の満足を得られるよ

うなものも検討していただきたいということを申し

添えて、賛成といたします。以上です。 

○議長（二橋益良） ただいまの討論は賛成討論で

ありました。ほかに討論のある方、ございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第54号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手多数であります。したが

って議案第54号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第２ 議案第55号 湖西

市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の
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定数を定める条例制定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに17番 神谷里枝さ

んの発言を許します。神谷里枝さん。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝。議案第55号

について質疑をさせていただきます。 

 まず、通告書にありますように、どうしてこの時

期に制定しようとするのか、お伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。登壇してお願

いします。 

  〔市民経済部長 長田尚史登壇〕 

○市民経済部長（長田尚史） お答えいたします。 

 平成28年４月１日から農業委員会等に関する法律

が改正されましたが、現在の農業委員の任期までは

経過措置の期間として旧法が適用されることになっ

ております。 

 湖西市につきましては、現在の委員の任期満了日

の翌日である平成30年５月20日から、実際に新たな

新制度に移行することになります。今後、農業委員、

農地利用最適化推進委員の推薦・公募を経て、３月

の議会で農業委員のほうの承認という手続になりま

すので、周知期間が必要であることから、今回の定

例会で新設の条例を制定しようとするものでござい

ます。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん、いかがですか。 

○17番（神谷里枝） 今の農業委員の方の任期が来

年の５月19日まであるので、それに間に合うように

やっていくということで、この件はわかりました。 

 では２点目に移ります。 

 選挙制から市長の任命制に変更される理由をお伺

いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 改正法では、農業委

員会の業務としまして、担い手への農地利用の集

積・集約化、また遊休農地の発生防止等の対策の事

務が必須の事務として位置づけられました。 

 このために、地域の農業をリードする担い手の皆

さんに農業委員会等へ確実に就任していただくよう

にするため、市町村長が議会の同意を得て任命する

という方向に改められたということでございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。より専門的と

いうと失礼になるかもしれませんけども、そういっ

た方に農業委員等になってもらうために、選挙制か

ら市長の任命制に変更していくと、そういうことだ

と解釈しました。 

 では、そういったときにどういったことを基準に

選考というんですか、任命されていかれるんでしょ

うか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 新たな制度としまし

て、先ほども言いました農地の集積・集約等が義務

づけられたことに伴いまして、やはり地域で実際に

農業に携わるとか、それをよく周知していらっしゃ

るということ、任命の条件といいますか、対象とし

まして任命を行っていくという形で進めたいという

ふうに考えております。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 今回、こういった任命制にす

るに当たっては、そういった農業部門の専門的な方

といいますか、そういった方だけに限らないように

するということも盛り込まれていると思うんですけ

ども、その点についてはどのようにお考えですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 農業委員の定数14名

ということで条例のほうに定めておりますが、その

うち１名の方はやはり直接農業にかかわらなくて、

中立性とかそういう公平な立場で見れるような形で

委員のほうを任命するという形で進めていくという

状況になっております。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そういった中で、若い方とか

女性というのはどのように捉えてらっしゃいますか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 公募・推薦制をとる

ということでございまして、広い年代で、なるべく

男女、あと年齢等も考慮した中で任命は諮られてい

きたいというふうに考えております。以上です。 
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○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ぜひそうしていただきたいと

思います。 

 では３番目の質問に移ります。 

 現在の定数条例の一部改正にしなかったといいま

すか、できなかったのかもしれませんが、理由をお

伺いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） もともと現行の定数

の条例につきましては、選挙により選ばれる委員の

定数を規定したものであるため、今回、選挙制が廃

止されることに伴い、現行条例を廃止するというこ

とで、新しい制度によるものとして新規制定条例の

形とさせていただきました。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） その点、理解できました。あ

りがとうございます。 

 ４番目の質問に移ります。 

 農業委員と今回農地利用最適化推進委員というの

があると思うんですけども、その違いをお伺いしま

す。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 農業委員につきまし

ては、農地法等の権限に属された事項の審議と議決

を行います。農業委員会を迂回させてそういう審議

をいたします。 

 農地利用最適化推進委員につきましては、主にみ

ずから担当地区、担当地域のほうの農地の利用や新

規参入等に関する現地の調整、または相談等の活動

のほか、農地の利用状況の調査等を行いまして、先

ほど申しました農地の集積・集約化、耕作放棄地の

発生防止のため、現地の活動を行っていくという内

容で分けられております。 

 また、農業委員と農地利用最適化推進委員につき

ましては、互いに密接に連携をとって活動していく

ということになります。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 物すごく簡単に言いますと、

農業委員となられた方は、湖西市全体の農地とかそ

ういったことの進め方を検討していく。推進委員で

したか、そういった方は御自分の担当地域の中を主

に見ていくよと、平たく言いますとそういった解釈

でよろしいんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 農業委員につきまし

ては従来どおり委員会に出席して、先ほど神谷議員

おっしゃいましたように市内全域の農地法等の権限

に属された事項の審議とか議決を行います。 

 農地利用最適化推進委員については、神谷議員お

っしゃられたように地域のほうの現状を見て対策を

していくという活動が主になります。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 例えばそうしますと、農業委

員会の総会とかいろいろあると思うんですけれども、

そういったときにも今後はそういった推進委員にな

られた方も出席をしていかれるという、そういうこ

とでまずはよろしいですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 最適化推進委員のほ

うは、案件等、現地の調査の状況ですとか、そうい

うものを意見を述べたりとか、そういう場合には農

業委員会に出席をするという形で参画するという形

になっております。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） では、次の５番目の質問に移

らせていただきます。 

 先ほど選任方法をお伺いしましたけども、もう一

度この選任方法についてお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 農業委員、農地利用

最適化推進委員ともに、推薦・公募によるものとさ

れております。おおむね１カ月間の期間を経て、結

果を公表します。 

 その後、農業委員につきましては市議会の同意を

得た上で市長が任命し、農地利用最適化推進委員に

つきましては農業委員会が任命するという形で選ば

れることになっております。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。ありがとうご

ざいます。 
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 では６点目。定数をそれぞれ農業委員が14人、最

適化推進委員13人とした根拠をお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 農業委員会等に関す

る法律及び施行令によりまして、農業者数、また農

地面積で農業委員数の上限が定められております。

湖西市では上限は14人となっております。また、農

地利用最適化推進委員につきましては、施行令のほ

うで農地面積100ヘクタールにつき１人とされてお

りますので、湖西市では端数切り上げまして13人と

いう人数となります。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 湖西市も最適化推進委員を委

嘱していくわけですけども、推進委員を委嘱してい

く場合は、現在ある農業委員数の半分程度にするこ

とというふうになっていたんではないかと思うんで

すけども、そのことについてはいかがでしょうか。

今現在、湖西市、たしかこの前の説明で20名ぐらい

いるというようなお話を伺ったと思うんですけども。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 湖西市では農業の関

する地域、旧選挙区が13地区ございました。実際に

先ほど言いました施行令のほうでも100ヘクタール

当たりで１人、湖西市では13人が限度ということな

ので、できれば旧選挙区の13地区について、地域的

に選んでいただく。最適化推進委員については先ほ

どの調査等していただくということで13人で進めた

いというふうに考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 推進委員のほうは農地面積等

によって13人というのは私も理解できましたけども、

では農業委員の、これは上限が14と定められており

ますけども、上限に定めようとする根拠は何でしょ

うか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 今まで20名の方が農

業委員会に参画をして審議等を行っておりました。

先ほど申しましたように、地域的な面も含めまして、

それを継続するための13名と、あとは公平の立場を

利用する方１名をつけまして、法令の限度以内の14

名で今後審議を進めていくという形で14名というこ

とで決めさせていただきました。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、最適化推進委

員を任命するのに現行の半分程度というところが、

湖西市は取り入れられていないわけですね。その点

についてはいかがですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 法令等による限度の

委員がございますので、それ以内におさまるように

ということでさせていただいたことと、また今まで

の人数の半分程度ということでございますが、半分

にはなってないですが、20名が14名となるというこ

とで、その数値を参考にして限度枠を超えない14名

ということで選ばせてもらっております。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。 

 次の質問に移ります。 

 ７番目。では報酬や費用弁償の財源について、お

伺いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 報酬につきましては、

委員の総数、最適化推進委員も含めた総数が従来の

20名から合計で27名になることによりまして、年間

190万程度の報酬が増額する見込みであります。 

 新設された国からの農地利用最適化交付金により

まして、ほぼ同額が交付される見込みでありますの

で、委員がふえたことによる市の負担額の増額はあ

りません。 

 次に費用弁償のほうでございますが、全額市の負

担で賄っておりますので、新制度の移行に伴い研修

等の回数が若干ふえることが予測されますので、少

しその辺は増額になるという見込みで考えておりま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、20人から27人

になっても、補助金が出てくるので市の持ち出し分

としてはそんなにふえない。そういうことでありま

したね。もう一度確認しますが、それでよろしいで

すか。 
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○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 議員おっしゃられる

とおり、交付金が出ますので、市の財源としては報

酬分はそれで賄えると。若干、研修等の負担はあり

得るという状況でございます。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。そうしますと、

あすから28年度決算の審議が始まるわけですけども、

そういった中におきましても農業委員会に必要とし

ている報酬とかそういったことは全て交付金で賄わ

れているという見方をさせていただきます。わかり

ました。では、これで私の質問を終わります。あり

がとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、17番 神谷里枝さん

の質疑を終わります。 

 続きまして６番 佐原佳美さんの発言を許します。

６番 佐原佳美さん。 

  〔６番 佐原佳美登壇〕 

○６番（佐原佳美） ６番 佐原佳美でございます。 

 今、神谷議員への御回答でるるわかったんですが、

ちょっとその中で理解できないところをもう一度お

聞きします。 

 議案第55号、同じ農業委員と農地利用最適化推進

委員のところですが、役割の違いは今お聞きしまし

たが、２番の農業委員と農地利用最適化推進委員の

選任基準はというところで、農業委員のこととして、

公募して１カ月の期間をおいて、その中から市長が

指名できる人を選び、議会の承認を得るというふう

に聞こえたんですが、農地利用最適化推進委員も同

じように選ぶのでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。登壇してお願

いします。 

  〔市民経済部長 長田尚史登壇〕 

○市民経済部長（長田尚史） お答えします。 

 農業委員につきましては、議員おっしゃったよう

に、推薦により候補者の活動歴や認定農業者である

か否か、また先ほども言いましたが年齢、性別等を

考慮して、公募して公開して議会の承認を得るとい

う形で選考する予定でございます。 

 また、農地利用最適化推進委員につきましては現

地活動が主になるものでございますことから、地域

の農業に精通している方が適任であると考えます。

公募・推薦の方法は農業委員と変わりありませんが、

公開した後でございますが、農業委員会のほうで承

認をするという形で選任をするということで進めら

れております。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん、いかがですか。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございます。 

 では、市長が任命するのは農業委員だけというこ

との理解でよろしいですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 市長が任命するのは

農業委員で、議会の承認を得てということになりま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） わかりました。 

 そしてその農業委員会に参加するのも、議事内容

で必要なときだけしか農地利用最適化推進委員は参

加しないということですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 基本的に農業委員会

のほうの審議・議決は農業委員のほうで進められま

す。農地利用最適化推進委員につきましては、現地

の状況であるとか、意見とか、関連する場合につい

ては農業委員会のほうへ参画するという形で進めら

れております。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ありがとうございました。 

 では３番の農業委員14人と農地利用最適化推進委

員13人の定数の理由はお聞きいたしましたが、先ほ

どの、一応各地区からを考え、農業委員も13人プラ

ス農業従事者でない方１名で14人ということで、農

地利用最適化推進委員も100ヘクタールにつき１名

だけれども、地区が13地区とぴったし合ったという

ことですかね。最初に御答弁されてるときに、100

ヘクタールにつき１名の選任なんだけれども、それ

で13人だと。だけれども、農業委員のお話をしてい

るときに何で14人かというところで13地区あるから

というような御答弁に聞こえたんですけれども。そ

れでは100ヘクタールに１人で面積と人数が合って、
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それはよかったんですけど、13地区というのはどう

いう地区なんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 農業委員につきまし

ては管内の農地面積等で上限が定められております

が、先ほど言いました最適化推進委員につきまして

は、湖西の農地が統計で1,230ヘクタールというこ

とで、100ヘクタール当たり１人ということで、端

数の数値は切り上げということで13地区と、13名と

いうことになります。 

 それ、たまたま13名ということで、法の限度人数

も13名ということなんですが、もともと湖西市につ

きましては旧選挙区も13地区に分かれておりまして、

利木、横山であるとか、大知波、また神座、太田、

新所、大森という感じで13地区に区切られておるん

ですけど、そちらのほうがたまたま13地区でござい

ましたので、最適化利用につきましてもそこの地区

で農業に精通した方をということで13という、ちょ

うどいい数字になってしまったんですけど、そうい

う形で選考していくということでございます。以上

です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） わかりました。ありがとうご

ざいました。終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、６番 佐原佳美さん

の質疑を終わります。 

 続いて８番 吉田建二君の発言を許します。吉田

建二君。 

  〔８番 吉田建二登壇〕 

○８番（吉田建二） ８番 吉田建二です。 

 さきの議員の質疑に対する答弁で大方を理解いた

しましたので、私の質疑は取り下げさせていただき

ますので、よろしくお願いいたします。ありがとう

ございました。 

○議長（二橋益良） ８番 吉田建二君の質疑は取

り消しということで、質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 本件は総務経済委員会に付託いたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第３ 議案第56号 湖西

市公共下水道事業の設置等に関する条例制定につい

てを議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 本件は建設環境委員会に付託いたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第４ 議案第57号 湖西

市火災予防条例の一部を改正する条例制定について

を議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに５番 楠 浩幸君

の発言を許します。楠 浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） ５番 楠 浩幸でございます。

議案第57号 湖西市火災予防条例の一部を改正する

条例制定について通告をしておりますので、１題質

問したいと思います。 

 第78条におきまして、法、令もしくはこれに基づ

く命令またはこの条例に違反する場合というふうに

記載があるわけなんですけれども、どのような状態

なのかということと、また所有者にその際通告をす

るに当たって、事前の通告はあるのかということを

お伺いしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（二橋益良） では答弁お願いします。消防

長。登壇してお願いします。 

  〔消防長 山本智康登壇〕 

○消防長（山本智康） 法令違反の状態でございま

すけれども、消防用の設備でございます、自動火災

報知設備、それから屋内消火栓設備、それからスプ

リンクラー設備、これらの消防用設備が設置義務が

あるにもかかわらず未設置の状態、またはそれらの

設備の機能が著しく損なわれている状態をいいます。 

 また、事前通告はいたします。具体的に申します

と、立入検査を実施しますので、その際その結果を

通知をするわけですけれども、通知をした翌日から



１５７ 

起算しまして14日を経過した日におきまして違反が

なお是正されていない場合は、公表しますよという

形での通告を行います。以上です。 

○議長（二橋益良） ５番 楠 浩幸君、どうです

か。 

○５番（楠 浩幸） 立入検査で検査を行うという

ことなんですけれども、この立入検査は１年に何回

行うんですか。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 立入検査に関しましては、

建物の規模と用途によって変わりますけれども、お

おむね重要な建物については１年に１回、その他の

建物でも３年に１回は立入検査を実施するようにし

ております。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） わかりました。以上で終わり

ます。 

○議長（二橋益良） 以上で、５番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 

 続いて６番 佐原佳美さんの発言を許します。佐

原佳美さん。 

  〔６番 佐原佳美登壇〕 

○６番（佐原佳美） ６番 佐原佳美でございます。

同じ議案第57号です。 

 平成25年12月に、違反対象物に係る公表制度の実

施についてが消防庁から通告されていますが、今回、

湖西市火災予防条例を一部改正して、市内の重大な

違反のある防火対象物を公表するという理由です。 

 ４年近く消防庁から通知が出てからたってるわけ

ですけれども、これをしなければならないような経

緯があるのかなという思いでお聞きします。 

○議長（二橋益良） 消防長。登壇してお願いしま

す。 

  〔消防長 山本智康登壇〕 

○消防長（山本智康） それではお答えいたします。 

 まず、経緯の前に理由でございますけれども、こ

の制度につきましては、これまで消防機関が重大な

消防法令違反のある防火対象物、こうした存在を認

識している場合でありましても、市民や利用者、そ

してそういった方々が火災危険に関する情報、これ

を知ることができないような状態にありました。 

 そこで、消防機関がそうした消防法令違反を認識

した場合には即時公表できることとして、施設を利

用するという方がみずからその情報を活用すること

で火災発生時の被害の軽減を図ると、こういった目

的で導入をされたわけですが、経緯ということがあ

りまして、この後の質問にも経緯がございますので

あわせて説明させていただきますが、この違反対象

物の公表データにつきましては、この重大な消防法

令違反のある防火対象物の情報、これにつきまして

平成25年に総務省消防庁からの通知に基づいたとい

うことでございますが、その中におきまして、当初、

都市部における火災危険性、これを考慮しまして、

まず政令市を中心に制度化をしてくださいと。それ

からその後管内人口が20万人以上の消防本部、その

後続きましてその他の消防本部ということで、湖西

市もここのその他に入りますけれども、そうした中

で管内の防火対象物の違反の状況など踏まえて、順

次制度化していくということになったところでござ

います。以上です。 

○議長（二橋益良） お諮りいたします。ここで12

時を過ぎるかもわかりませんが、佐原佳美さんの質

疑が終わるまで延長させていただきたいと思います

が、よろしいですか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） それでは、佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） ４年近くたってからの湖西市

での一部改正の理由はわかりました。 

 ２番の、現在市内に公表対象となる違反対象物は

どれくらいあるのか、お聞きします。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 市内の公表対象物、まず総

数が156対象ございます。そのうち違反対象物につ

きましては２対象となっております。 

 また、期待できる効果ということにつきましては、

これは防火対象物の関係者に対しまして防火管理業

務の適正化、それから消防用設備等の違反是正を促

進する効果というものが期待できます。 

 既に先ほど言いましたように公表制度を実施して

いる市町村ございますが、他市の消防本部の実績で
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いいますと、それまで公表制度導入前は50％前後の

違反是正率であったものが、公表制度導入後には

80％程度に上昇し、消防法違反が減少しているもの

でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） わかりました。公表して、市

民がそこを利用しないことで一種のペナルティーも

あるというようにも思えたんですけれども、市民が

周知するまでには時間もかかるでしょうし、でも、

この14日間の猶予をもって公表するまでの間の是正

が50％から80％に上がったという他市の効果もお聞

きしますと、改善につながるのかなという思いもい

たしました。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、６番 佐原佳美さん

の質疑を終わります。 

 それでは、ここでお昼の休憩といたします。再開

は午後１時といたします。 

午後０時02分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて、午前に引き続

き会議を再開いたします。 

 それでは議案第57号の質疑の途中から入ります。

11番 荻野利明君の発言を許します。荻野利明君。 

  〔11番 荻野利明登壇〕 

○11番（荻野利明） ３点ほど提出してありますの

で、質問をさせていただきます。 

 まず１問目ですけども、第78条中、その旨を公表

することができるというふうになっているわけです

けども、公表しなければならないとの違いはあるん

でしょうか、これ。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。消防長。

登壇してお願いします。 

  〔消防長 山本智康登壇〕 

○消防長（山本智康） 原則的には公表しないとい

うようなことは考えておりませんけれども、他市の

事例におきまして、公共工事の道路用地にかかって、

１カ月後に解体することが決まっているというよう

な事案では公表を留保したというようなことも聞い

ております。 

 湖西市におきましても、建物の解体、それから閉

店等決定しているような場合、その建物の違反の状

況、それから利用者の状況、これを踏まえた上で公

表について、するしないについて検討する可能性は

ございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） ありがとうございました。よ

くわかりました。 

 次に２点目。ウエブサイトで公表というふうにあ

るんですけども、パソコンというのは見る人と、お

年寄りはなかなか見ないと、そういったこともあり

ますけども、公表をどのようにやるのか。お願いし

ます。 

○議長（二橋益良） 消防長。 

○消防長（山本智康） 現在は、市ウエブサイトの

みでの公表のみを考えているところでございます。

これに関しましては、例えば広報誌等の場合には、

情報が例えば違反が是正された、違反が新たに起こ

ったというような場合に、速報性がかなり限られま

して、その都度例えば広報誌載せるというようなこ

とでタイムラグもございますので、ウエブサイトで

最新の情報を常に掲示するという形での公表を考え

ているところでございます。 

 平成31年度からは県のウエブサイトでも湖西市を

含めた県下全体の情報が閲覧できるようになってお

りまして、総務省消防庁のウエブサイトともリンク

をしておりますので、そちらでも閲覧できると、そ

ういう形になっております。以上です。 

○議長（二橋益良） 荻野利明君。 

○11番（荻野利明） わかりました。 

 ３点目はもうわかりましたので、終わります。あ

りがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、11番 荻野利明君の

質疑を終わります。 

 続いて８番 吉田建二君の発言を許します。吉田

建二君。 

  〔８番 吉田建二登壇〕 

○８番（吉田建二） ８番 吉田建二です。 

 １点目ですけども、法令にうたう重大な違反とし

て、現時点で考えられる事例ということで、さきの
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議員の答弁の中で、設置義務があり未設置の場合と

答弁がございましたけど、それ以外については考え

られませんか。その点について一点お尋ねいたしま

す。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。消防長。

登壇してお願いします。 

  〔消防長 山本智康登壇〕 

○消防長（山本智康） それでは答弁させていただ

きます。 

 まず、現時点では先ほど申しましたように、不特

定多数の者が利用する施設、また災害時に要援護者

等が利用する施設におきまして、設備の不備がある

場合、公表しますという形でございます。 

 その他、消防庁の裁量でもって公表することもで

きるというような形でなっておりまして、例えば危

険物等が放置されていて、そのまま無許可のままの

状態で貯蔵しているというような火災危険等が明ら

かな場合、消防庁の判断によって公表するというよ

うなことも考えられるということでございます。以

上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君、よろしいですか。 

○８番（吉田建二） １点目については了解いたし

ました。 

 ２点目につきましては、さきの議員に対する答弁

で理解しましたので、取り下げさせていただきます。

ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、８番 吉田建二君の

質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第57号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第57号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第５ 議案第58号 平成

29年度湖西市一般会計補正予算（第３号）を議題と

いたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに17番 神谷里枝さ

んの発言を許します。神谷里枝さん。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝です。議案第

58号について質疑させていただきます。 

 まず１点目。歳入14款２項２目、減額補正となっ

た事業への対処方法と今後の進捗についてお伺いし

ます。 

○議長（二橋益良） 企画部長。登壇してお願いし

ます。 

  〔企画部長 松本裕行登壇〕 

○企画部長（松本裕行） 御答弁をさせていただき

ます。 

 今回申請をした事業は、財源確保のために以前か

ら継続実施していた子育て支援関係事業を一つの事

業にまとめたものと、労働福祉関係事業等を一つに

まとめたもの、２件を交付したものでございます。 

 残念ながら不採択となりましたが、継続事業であ

ったことから、庁内で検討した結果、交付した事業

については実施することとし、予定どおり進捗され

ております。 

 財源につきましては、新たな財源として静岡県市

町村振興事業等助成金への組みかえを行ったことに

加えまして、一般会計全体の中で事業内容の見直し

や創意工夫により、経費削減に努め、確保したもの

でございます。 

 また今後でありますが、県からの採択されるため

のポイントを幾つか御指導をいただきましたので、
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平成30年度申請に当たっては事業内容を吟味し、採

択されるよう実施計画を作成し、平成30年度予算に

反映していく予定でございます。以上であります。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。継続

の事業を上げていたので、計画どおり実施していく

という御答弁だったと思いますが、女性活躍推進事

業とかそういったものもあったと思うんですね。以

前からこの申請をしていくといったときに、私たち

いろいろ保育園の整備もできていないし、なかなか

難しいんではないかというようなことも議会として

申し上げた中でいろいろ子育て支援関係にも取り組

まれてきたと思うんですけども、いろんな事業があ

る中で、当初の計画どおり全部を進めていかれるん

でしょうか。それこそこの事業についてはやめるよ

とか、そういうのはとにかくないということなんで

しょうか。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） ただいま申しましたよう

に、補助金交付申請をさせていただきました事業に

ついては、継続をしていた事業を予算財源の確保と

いうことから今回交付をしたということでございま

して、繰り返しになりますが、原則としてその事業

は継続をしていく。その中で財源がつかなかったこ

とに対してのことから、その事業内容の中で削減で

きるもの、そういったものを費用項目を削減すると

いうこともございますが、例えばその中の一つとし

て、女性活躍推進事業を一つの例でいきますと、バ

スの借り上げだったりという手段を、市のバスに借

りかえをするということで、経費の削減という中で

財源を見出す部分と、女性活躍の専用のサイトを取

りやめをするとか、そういった部分部分においては

一部削減をする部分がありますが、基本として事業

については継続をし、推進をしていくというところ

であります。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） １点。では例えば婚活サポー

ター養成事業とかというものあったかなと思うんで

すけども、これはこの交付申請には含まれていませ

んでしたかね。 

○議長（二橋益良） 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 少し時間をください。 

○議長（二橋益良） 暫時休憩といたします。 

午後１時13分 休憩 

───────────────── 

午後１時13分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 企画部長。 

○企画部長（松本裕行） 答弁をさせていただきま

す。 

 この交付金の事業の中には入ってございませんが、

事業自体は当初予算の中で事業として組み込まれて

いる分がありますが、今回のこの事業の中では入っ

てございません。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。ありがとうご

ざいます。 

 加速化交付金とかいろいろあって、私たちも何か

ちょっとどの事業を申請したのかこんがらがってし

まっていて、ちょっと整理がつきづらい状況なもの

ですから、今回質疑通告をさせていただきましたけ

ども、とりあえず従来どおりやって、一般会計の中

で見直しを図って、何とかその事業は進捗していく。

了解しました。ありがとうございます。 

 次に移ります。 

 歳出です。４款１項１目、病院事業の関係ですけ

ども、まず１点目、委託先の選定理由をお伺いしま

す。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 今回、委託先として

予定しておりますのは、全国自治体病院協議会でご

ざいますが、全国自治体病院協議会は、湖西病院を

含めまして全国で1,000以上、約87％の自治体病院

が加入しており、公立病院経営に精通をしておりま

す。また、全国自治体病院協議会の業務として経営

診断を実施しておりまして、静岡県内の公立病院で

の経営診断の実績もあり、費用も安価な診断料であ

りますことから、選定をしたものでございます。以

上です。 
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○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 全国の自治体病院の87％が加

入していて、静岡県の中でも診断を仰いだことがあ

る。 

 湖西市としましても、加入していたと思うんです

けども、そうしますと経営診断のみならず、いろん

な病院経営に関してこの機関では相談を受け付けて

くれていたということなんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） この全国自治体病院

協議会では、さまざまな研修会等も実施しておりま

して、それには湖西病院のほうからも参加をしてい

ると聞いております。 

 また、電話での相談とか、そういったものは随時

受けていただいてるものと思っております。具体的

にはちょっと私どものほうでは承知はしてございま

せん。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 多分、加入しているんであれ

ば負担金等も払っていたかなと思うんですね。ここ

まで病院経営が大きな問題にならない前に、こうい

った機関を利用しまして、何とか経営改善を図れた

らいいなという気はしておりますが。 

 それにつきまして、まずこの金額ですけども、随

分お安い金額かなという気がしないでもないんです

けども、その点についてはいかがでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） この全国自治体病院

協議会のほうでは、業務として経営診断を行ってい

るわけですけども、それにつきましては会員である

か否か、それから病床数に応じて定額の診断料を設

定しております。今回の場合ですと、私ども会員で

なおかつ300床未満ということで、80万円の消費税

ということで86万4,000円の定額となっております。

これが例えば非会員でありますと96万円、あるいは

会員であっても300床以上でありますと100万円とい

うような４つの区分の定額となっておりますという

ことでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、あくまでもこ

の契約金額の中で経営診断を行っていただける。こ

れ以上プラスアルファが出てくることはないという

解釈でもよろしいんですか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） この経営診断につき

ましては、一定の診断内容というものも既に示され

ておりまして、病院あるいは自治体の要望で、多少

その内容の変更等は相談によって可能かと思います

けども、基本的な診断内容は決まっておりますので、

追加で診断料が発生するということは考えておりま

せん。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） そうしますと、今の病院の経

営診断は基本的な内容で適正な結果とかまた成果が

得られる、そういう判断をされているということで

よろしいですか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） そのとおりで、今回、

場合によっては一部、こちらから要望して内容を変

更いただくこともあろうかとは思いますけども、基

本的にはこちらで想定しているような診断内容が網

羅されておりますので、これで一定の成果が出るも

のと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 今、健康福祉部長、そのよう

な答弁でしたけども、市長も同じようなお考えでよ

ろしいんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） そこは同じような、今御質問

のあったとおり、私も今の客観的な経営診断をして

いただくことによって、それで病院経営の改善、こ

れはしっかりとつなげていかないといけないと思っ

てますので、そのような効果は期待しているところ

です。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 湖西市内で随分大きな争点に

なってきているんですけども、そういった中におい

て経営診断を初めて行っていただくという中におい

て、基本的な設定で行けるであろうという判断をさ

れたということで、この点については理解をいたし
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ました。 

 次の２番目の質問に移ります。 

 診断に要する時期はどのくらいかかりますか。お

伺いします。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 今回、この補正予算

の議決をいただいた後、早急に委託契約を結びまし

て、本年度内には委託先より経営診断書を受理でき

るものと考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 新聞報道で２月ぐらいという

のが出てたもんですから、そこはわかりましたけど、

一応通告のほうを先にさせていただきました。了解

しました。 

 病院関係の３点目です。新管理者や改革プラン評

価委員会への対応はどのように考えられていらっし

ゃいますか。経営診断を受けますよということにつ

いて、どのような連携をとったのか、お伺いします。

それと一点、４月当初でしたか、改革プラン評価委

員のメンバーがまだ設定されていなかったような気

もしないでもないもんですから、その点も含まして

お伺いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 市長。 

○市長（影山剛士） お答え申し上げます。 

 まず病院事業管理者のほうは、今内定段階であり

ますので、正式就任日はまだこれからですけれども、

現時点でも内定段階でも今でも頻繁に打ち合わせと

いいますか、直接お会いすることもありますし、電

話だったり、メールとかラインだったりでも、この

本件、この経営診断に関しても、その他のもちろん

例えば産婦人科だとかそういったことも含めて、さ

まざまな意見交換や打ち合わせは重ねております。

連携とか連絡は密にとっておりますんで、その中で

この経営診断についても内定段階から今打ち合わせ

はしておりますので、それでこれから経営診断を、

まず補正をお認めいただいて、経営診断を行うと。

結果をさっき今年度内というようなお話ありました

けども、結果を出た暁には、その内容ももちろん事

業管理者等初め、湖西病院に伝えて経営改善を図っ

ていただくということだろうと思っておりますし、

今、最後の質問にあった改革プランの評価とか、検

討を行う委員会ですね、これは今、まだ立ち上がっ

てはおりませんけれども、こういった委員会のほう

に内容を、立ち上げた後でですね、報告した上でし

っかりと今ある改革プランの見直しといいますか、

上書きといいますか、そこについても改善を図って

いただくということを考えているところです。以上

です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 新しい管理者とは頻繁にコミ

ュニケーションとっていただいてるということで期

待申し上げます。 

 この改革プランも何か経営診断の対象に含まれて

いるというようなことが新聞記事に載っていました

ね。そうですね、９月５日の新聞に、2020年度まで

の改革プランも分析の対象になるというふうに新聞

に掲載されているんですけども、そういったことも

含めて、今現在、まだこの改革プランの評価委員が

立ち上がっていないということなんですけども、そ

ういうことも見越して今現在まだこの改革プランも

立ち上がっていないということ、評価委員のほうも

メンバーが決まっていないということなんですか。

ここら辺、どういうことなんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 病院事務長。 

○病院事務長（柴田佳秀） 私のほうからお答えを

させていただきます。 

 策定委員会は３月末で終了いたしまして、本年度

は評価委員を立ち上げて、評価をしていくことを考

えております。新しい管理者が12月１日から就任で

ございますので、今は要綱と人選を含めまして検討

している最中でございます。 

 本年度の評価におきましては、12月の新しい管理

者をお迎えになってから評価委員会を開く予定でご

ざいます。人選におきましても、まだ決まっており

ませんが、前年度の策定委員とは別の委員を選定す

ることを考えております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。たし

か４月の時点で決まっていなかったなというのもあ

りまして、この間、全然改革プランの見直しも、そ
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うすると評価もできていないというような状況かな

というのがちょっとかいま見えることができました

けども、とにかく病院経営に関しましては、私は新

しい病院事業管理者に期待をいたしておりますので、

少しでも好転するような評価、また結果が得られる

といいなと思っております。 

 では次の質問に移ります。 

 次、歳出６款１項７目、工事請負費における前向

地区荒廃農地解消整備の事業ですけども、この面積、

また整備後の維持管理をどのように行うのか、お伺

いします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） お答えいたします。 

 場所につきましては、湖西運動公園の入り口前を

通ってます道路を北に進みまして、ＪＲ東海道本線

のガードをくぐりまして、右側になりますけど、前

向公園という小さな公園がありますが、その北東側

の隣接する農地になります。 

 面積につきましては、荒れてる畑でございますが、

約2.3ヘクタールを予定しております。 

 続いて整備後の維持管理につきましては、地元の

団体が景観植物、花なんかになるかと思いますが、

景観植物を栽培しまして、農地の保全管理等を行っ

ていただくという予定で考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 場所、それから面積は確認で

きました。 

 できてからは地元の団体にお願いをするというこ

とでありますけども、こういった中で、今、市のほ

うも道路沿いに花壇等いろいろ花の会さん等にお願

いして、管理やってもらってると思うんですけども、

それを例えばもう見れなくなったからやめますとか、

そういったところというのは今発生していないんで

しょうか。全部適正に管理されていますか。 

○議長（二橋益良） 環境部長。 

○環境部長（松本省貴） お答えをいたします。 

 地元のほうで花壇の管理ですね、高齢化とか会員

の減少等ございまして、花壇の管理できないよとい

ったところは発生をいたしております。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） 例えばですけども、今までや

っていて、今までのところは何となく手が回らなく

なりました。でもほかの人と新たに組んで、ほかの

場所をお受けしてやりたい、そういったことはない

ですかね。 

○議長（二橋益良） もう一度ちょっと確認します

けども、農地解消整備に関して道路も含めてですか。

もう一度ちょっと質問お願いします。 

○17番（神谷里枝） 新たな団体が多分ここを受け

て、整備後、維持管理をやっていくようになると思

うんですけども、例えば今現在、そういった花の会

とかいろんな団体がやっているところで、年齢等に

よってできなくなりましたでやめておいて、新たな

またメンバーでこういったところを受けるようなこ

とはないですかということをお聞きしてるんですけ

ども。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 現在予定している団

体につきましては、15名ほどで管理をしていってく

れるということで、今、ＮＰＯに申請しているとこ

ろというふうに聞いております。またちょっとメン

バー的には詳しいメンバーはまだ聞いておらないと

ころですが、今回の事業の採択要件としましては、

ことし整備をもし行った場合には、翌年度から起算

して５年間、最低５年間、保全管理を実施する形に

なっております。ですので、一応協定書等を管理保

全団体と県、市等と結びまして、５年間は最低そう

いう景観植物の植生などをしてもらいまして、環境

を保っていくということで事業を予定しておること

でございます。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） ありがとうございます。 

 では最後の質問に移らせていただきます。 

 10款３項３目です。説明書17ページになりますけ

ども、買い取りに至った経緯、面積、残りの借地面

積についてお伺いします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 神谷議員にお答えいたし

ます。 

 経緯でございますけれども、本年29年７月に、地
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権者の方から土地の買い取りの要望がございました。

買い取り面積は４筆で、1,131平米でございます。

残りの借地面積につきましては、約7,550平米でご

ざいます。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。ありがとうご

ざいます。残りの面積が7,550平米。中学校のとこ

ろというと、何かちょっとなかなか手をつけづらい

土地の種類のところも含まれているかなと思ったん

ですけども、そういうところは避けて残りの面積が

これだけあるということなんですね。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） そのとおりでございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。ありがとうご

ざいます。これで終わらせていただきます。 

○議長（二橋益良） 以上で、17番 神谷里枝さん

の質疑を終わります。 

 続いて10番 竹内祐子さんの発言を許します。竹

内祐子さん。 

  〔10番 竹内祐子登壇〕 

○10番（竹内祐子） 10番 竹内祐子です。歳出の

質問をいたします。 

 説明書13ページのところの、ただいま先輩議員が

お聞きになったところですが、荒廃農地解消保全管

理農地等創出モデル事業の内容をお伺いいたします。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。登壇してお願

いします。 

  〔市民経済部長 長田尚史登壇〕 

○市民経済部長（長田尚史） お答えいたします。 

 農地の所有者や担い手等による農業再生の利用や、

所有者による保全管理が困難な荒廃農地を解消整備

し、保全管理の組織による農地の管理を促進するこ

とを目的としております。 

 市におきましては事業費の中で区域内の草刈り、

伐採、伐根、また耕起、耕すことですが、などの解

消整備工事を行います。その工事を行った後、工事

完了の翌年度から起算して５年間、管理組織が農地

の保全管理をしていくものでございます。整備後に

つきましては、菜の花、ヒマワリ等の景観作物を植

えて、景観管理をするという予定の事業でございま

す。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 今回は市が行う荒廃されてい

るところの草刈りとか、土地を耕して花壇にできる

ように整備するというものだということが理解でき

ました。 

 それを整備した後、その後先ほど伺っていたＮＰ

Ｏ法人を立ち上げてくださる団体さんが５年間お花

を咲かせ、景観植物を育ててくださるということな

んですけれども、その後の、ＮＰＯ法人さんたちが

やる活動のときには何かまた県のほうから補助金と

かそういうのが出るんですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 市のほうは、議員お

っしゃいましたように単年度事業でことしやるとい

うことでございますが、それ以降ですが、現在もほ

かの地区でも行われてます多面的機能保全農地とし

て、そこの場所も組み込み、管理組織によって整備

を行うということで、一応県補助が２分の１という

ことで、多面的機能の保全農地として登録をして管

理をしていただくという形になるかと思います。以

上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） もう一度ちょっと確認したい

んですが、今これから整備しようとする土地の選定

というのは、市がされたと思うんですけれども、そ

このところを通るというか、通行量とかいろいろ人

目ですね、こういうふうにきれいなふうに荒廃され

たところがなったよというふうに見えるようにする

ためには、もっと違う場所もあったと思うんですけ

ど、どうしてここにしたんですか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 場所の選定でござい

ますが、市内におきまして農業基盤整備を実施した

区域、校区の中でもやはりまとまって、集団的に放

棄地が存在している場所でございます。また、場所

も湖西市の幹線道路に面しておって、荒廃したまま

ではやはり周りの、特に周辺農地に与える影響も多
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いということで、そちらの場所を選定したという経

緯でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 以前、301号のところにもコ

スモスの花が植えられて、すごくきれいに整備され

てたんです。それも数年でまた荒れてしまって、も

との状態に戻ってるんですけれども、せっかくこう

いうことをされるんでしたら、５年、確かに最低５

年間はという条件をつけると言われましたけれども、

やはりずっと継続されるような事業にもっていって

いただきたいなと思いますが、どうでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） もちろん、最低５年

間はということでございますが、その後もやはりそ

ういう多面的農地の機能を保全していくために継続

して管理ができるようにお願いするとともに、市の

ほうでも応援していくという形で考えております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 新たに、新しいそういうＮＰ

Ｏ法人さんも立ち上がるということですし、少しで

も湖西市がきれいなまちになっていくといいなと思

いますので、ぜひよろしくお願いします。 

 では次の歳出10款３項３目の17ページですが、そ

この質問に入ります。 

 一括して質問します。購入する理由は。購入する

場所はどこで、購入する面積はさっき伺いましたの

でいいです。借地料は幾らか。購入単価は幾らか。

教えてください。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） それではお答えいたしま

す。 

 購入理由につきましては、先ほど神谷議員にも申

し述べましたように、本年７月に地権者から土地の

買い取りの要望があったため購入するものでござい

ます。 

 また、購入する場所は新居中学校のプール用地と

して借地している所でございます。面積は1,131平

米でございます。 

 次に借地料でございますけれども、年間46万

2,686円でございます。購入単価につきましては、

今回この補正が通りました後に不動産鑑定を行いま

して、単価のほうを決定していく予定でございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりましたけれども、今ま

でも、私よくわかんないんですけど、地権者が土地

を売りたいと言ったならば、いつでも市のほうはそ

のタイミングで土地を購入するようになるのですか。 

 当初予算計上されてなくて、やはりこれだけまた

650万近いお金が動くようになるんですけれども、

こういうのはどういうふうになってるんでしょうか。

教えてください。 

○議長（二橋益良） 教育次長。 

○教育次長（落合 進） 借地の場合、地権者の方

の都合で買ってくれという要望があるんですけれど

も、このタイミングを外しますと、またずっと借地

料を、先ほど言いましたように、例えば年間46万が

ずっと出ていく話ですもんで、そこら辺のタイミン

グで要望があれば買い取り、積極的に買い取りして

るということでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。以上で私の質

問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、10番 竹内祐子さん

の質疑を終わります。 

 続いて７番 渡辺 貢君の発言を許します。渡辺 

貢君。 

  〔７番 渡辺 貢登壇〕 

○７番（渡辺 貢） それでは補正予算についてお

尋ねをいたします。 

 １点目の歳出４款ですが、市立病院の経営診断の

委託料86万4,000円、この算出根拠はということで

通告をさせていただきました。さきの神谷議員もち

ょっと安いんじゃないかなという、そういう印象を

私も同様に持ちまして、なぜ持ったかというのは、

これだけの大赤字を何とかするのに、これで大丈夫

かなというそういう思いでございまして、踏み込ん

だ内容の結果を得られればなとそういうふうな思い

があるわけでございまして、改革プランの話もちょ
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っと触れられましたけども、改革プランは経営改善

について余り時間的に見ても大きな期待できないな、

いま一歩だなという印象を議員の多くの方は持って

るわけですけども。 

 そこでお尋ねします。どのような内容の診断を行

って、どんな結果を求めるのかと、多分こういうふ

うな形で診断してくださいよと、診断しましょうと

いう契約なんかを想定してると思いますけども、そ

の仕様の概要について説明をしていただきたいと思

います。お願いします。 

○議長（二橋益良） 答弁お願いします。健康福祉

部長。登壇してお願いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えをいたします。 

 診断業務委託の仕様といたしましては、経営診断

調査資料というものを病院を中心に作成をいたしま

すが、その資料に基づく分析と診断書の作成、それ

からそれと並行しまして市長や病院関係者等とのヒ

アリング、その後、診断書案ができました時点で診

断書案の報告説明会を市の関係者及び議員の皆様方

に対しまして説明会を実施を予定しております。 

 またそれらに伴います委託先の職員の派遣費、そ

ういったものが仕様としては挙げられます。以上で

ございます。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君、いかがですか。 

○７番（渡辺 貢） やってみなくてはわからんと

いうような内容でしたけれども、これ以上聞きよう

ありませんので、以上で１番終わります。 

 ２番目の質問ですけども、新たに農業にチャレン

ジされるための支援要請への予算75万円が予算措置

されておりますけども、これまでにもこういう予算

は何回かあったような気がいたしますけれども、こ

の方の湖西市内でどんな作物を想定して就農しよう

とされているのか。差し支えなければ、どの辺の場

所でどういう仕事をして農業にチャレンジしようと

いう、そういうお考えを持っておられるのか説明を

お願いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 今回、青年就農給付

金を申し込まれた方は、新所地区でイチゴの栽培を

予定しておる方でございます。経営面積につきまし

ては約2,100平方メートルで、ハウスイチゴの栽培

を予定しているということでございます。また、計

画では就農から５年後には９トンほどの収穫を予定

した計画が出されておるというところでございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） ありがとうございました。農

業の振興という意味で、ぜひ成功していただくよう

に応援をお願いしたいと思います。 

 ２番目終わりまして、３番目へ移ります。 

 ３番目は、先ほどお二人の議員さんの説明で私の

疑問点はほぼ解消されました。通告内容が工事計画

の概要説明をということでありますが、多分、土を

掘り起こして、草と根を片づけるということだろう

と思いますが、そういう理解でよろしいでしょうか。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） やはりちょっと工種

ごとの経費というのはなかなか難しいんですが、議

員おっしゃられたように本当に草刈りであるとか、

根を掘り起こす伐採、伐根、あとは耕す工事費全体

で58万ほどということになっております。以上です。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） わかりました。 

 最後の質疑ですが、８款の道路改良費、測量調査

委託料が8,400万ということで、かなり高額な予算

が計上されておりますが、この道路は湖西市にとっ

て大きな期待がかかっている重要な道路だと、私の

地元へも通じるような、地元でも大変期待のある道

路でございます。金額も大変多いという点からお尋

ねをしたいと思いますけれども、計画路線、あるわ

けですけども、その全てを網羅した事業費なのかを

含めて、調査範囲など、この委託料、どういうふう

に算定をされての8,400万か教えていただきたいと

思います。お願いします。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（片山彰宏） 最初に委託の内容、

次に算出根拠の順で答弁させていただきます。 

 業務委託の内容でございますけども、都市計画道

路大倉戸茶屋松線の設計業務といたしまして、浜名
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バイパス大倉戸インターチェンジ北交差点から、浜

名湖西岸土地区画整理予定地までの延長2.12キロメ

ートル、この間におきまして道路詳細設計、平面交

差点詳細設計、取りつけ道路の詳細設計、附帯構造

物の詳細設計の委託業務予算を計上しております。 

 また、測量業務といたしましては、用地測量約12

万8,000平方メートル、路線測量700メートル。 

 次に、地質調査・解析業務といたしまして、ボー

リング調査、軟弱地盤技術解析。さらに物件調査業

務といたしまして、建物調査17棟、擁壁等の工作物

調査12戸、立竹木調査約1.5万平方メートルをあわ

せて実施するための委託業務予算を計上したもので

ございます。 

 次に、委託料の算出根拠についてでございますけ

ども、国土交通省及び静岡県が発行いたします設計

業務等標準積算基準書、用地調査等業務委託標準積

算基準書、これらを参考にいたしまして、単価を設

計道路延長・調査用地面積・調査家屋戸数等に乗じ

まして算出したというものでございます。以上でご

ざいます。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） ありがとうございました。今

の話を聞きますと、道路の詳細設計まで至るまでの

測量からずっとやってって、その作業を終えるまで

委託をするんですと。それから補償費も算出できる

ような調査もやります。そういう理解でよろしいで

しょうか。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（片山彰宏） 議員御推察のとおり

でございます。 

○議長（二橋益良） 渡辺 貢君。 

○７番（渡辺 貢） ありがとうございました。終

わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、７番 渡辺 貢君の

質疑を終わります。 

 続いて５番 楠 浩幸君の発言を許します。楠 

浩幸君。 

  〔５番 楠 浩幸登壇〕 

○５番（楠 浩幸） ５番 楠 浩幸でございます。 

 私からのほうも一般会計補正予算について、歳出

４款１項１目、保健衛生総務費のほうから伺いたい

と思います。 

 １点目なんですけれども、経営診断委託先の選定

について、先ほど来聞いておりますけれども、契約

の形態をまず伺いたいと思います。よろしくお願い

します。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。登壇してお願

いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えをいたします。 

 今回予定している委託先は、湖西病院が加入して

いる全国自治体病院協議会でありまして、診断料が

著しく安価で実施できることから、随意契約とする

予定でございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 契約料が安価ということだっ

たんですけれども、改めて聞きますけれども、なぜ

公募式とかプロポーザルの方式をとらなかったのか

というところ、改めてお伺いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 先ほども申し上げま

したように、全国自治体病院協議会は、湖西病院が

加入しておりまして、全国の多くの自治体も加入し

ているということで、公立病院の経営という面では

精通をしていると。それから、これまでの各自治体

病院の経営診断の実績もあると。それから、経費が

著しく安価でお願いできるということでございまし

て、自治法の施行令におきましても著しく安価に契

約できる見込みがある場合は随意契約はできるとい

うことになっておりまして、ほかのいわゆる監査法

人と言われるようなところも３社ほど、具体的には

仕様が出ないと正確な金額は出せないということで

したけども、概算の金額をお尋ねしたところ、いず

れもその３社でいきますと300万から600万という金

額を示されました。そういったことから、安価であ

ることを理由としまして随意契約をしたいというも

のでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 理由はわかりました。 

 ２番目の質問に移りたいと思います。 
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 委託の内容は先ほど来お伺いしましたけれども、

経営診断の後、説明があって、その後なんですけど

も、改善案を含めたコンサルティングもその契約の

内容に入っているのかどうなのか、確認をしたいと

思います。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 今回の委託内容につ

きましては、あくまで経営診断までとしております。

診断後につきましては、病院事業管理者を中心とし

まして、その後改善に取り組んでいただくことにな

るものと考えております。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） わかりました。 

 ３つ目の移りたいと思います。 

 先ほど来、委託先の実績云々を御答弁いただいて

おるんですけれども、公立病院、不採算な病院が多

いかというふうに承知をしておりますけれども、こ

ういった不採算病院の立て直しと具体的な事例実績

があれば御紹介をいただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 委託先の担当者に聞

きましたところ、経営診断を依頼される病院は、基

本的には全てが経営困難という理由で診断をしてい

るということでございます。 

 その経営診断結果の提案によりまして、その後一

定の改善が見られた病院はあるとは聞いてございま

すが、はっきり立て直しと言えるかどうかというと

ころは一概に言えないということでございます。以

上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 具体的な病院名は教えていた

だくことはできないですか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 個別の名称は病院協

議会のほうではお答えできないということでしたの

で、申しわけございません。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ないということで理解をしま

した。ないというのが答弁をいただけないというこ

とで理解をしました。 

 最後の３つ目です。市立湖西病院改革プラン策定

委員会の中で、その中での意見が余り反映されなか

ったいう印象が、私個人的にあるんですけれども、

診断の結果をどのように活用をされていくのかだけ

お伺いしたいと思います。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 経営診断の結果を踏

まえまして、病院の経営改善のために直ちに取り組

めるものがあれば、取り組んでいただきたいと思っ

ております。 

 また、中長期的な取り組みにつきましては、病院

において検討の上、改革プランの評価及び検討を行

う委員会に内容を報告し、プランの見直しも含め検

討していただくことになるものと考えております。

以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 病院側にちょっとお伺いした

いんですけども、今御答弁あったようにプランの見

直しも含めてということ、そういった用意もあると

いうことでよろしいでしょうか。 

○議長（二橋益良） 病院事務長。 

○病院事務長（柴田佳秀） 今、健康福祉部長のほ

うから御答弁ありましたとおりで、私どもも同様に

考えております。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） わかりました。また期待した

いと思います。この単元は以上です。 

○議長（二橋益良） 質問の途中ではありますが、

少し時間が来ておりますので、一旦ここで休憩をと

りたいと思いますが、よろしいですか。 

  〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） それでは暫時休憩といたしま

す。再開は２時15分といたします。 

午後２時02分 休憩 

───────────────── 

午後２時15分 再開 

○議長（二橋益良） それでは休憩を解いて会議を

再開いたします。 

 ただいま、５番 楠 浩幸君の質問の６款からの

質疑になります。楠 浩幸君。 
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○５番（楠 浩幸） それでは、歳出の６款１項３

目です。地域農政関係経費ですけれども、先ほど来

同僚議員のお話も伺いましたので、事業内容につい

ては了解をいたしました。 

 事業規模なんですけれども、全体の投資金額を教

えてください。 

○議長（二橋益良） 暫時休憩といたします。 

午後２時16分 休憩 

───────────────── 

午後２時16分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 それでは答弁お願いします。市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 市のほうの投資金額

ということでよろしいですか。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） これ事業全体の金額です。市

のほうは金額は出ておりますので、全体の投資金額

を。 

○議長（二橋益良） 暫時休憩といたします。 

午後２時16分 休憩 

───────────────── 

午後２時17分 再開 

○議長（二橋益良） 休憩を解いて会議を再開いた

します。 

 ただいま市民経済部長のほうから答弁をあと時間

をいただきたいということでございますので、その

次の項目から始めていきたいと思います。 

○５番（楠 浩幸） わかりました。 

 それでは歳出の８款２項３目です。道路改良費、

これも委託の内容については理解をしました。ただ

し２項目めの質問なんですけれども、よろしいです

か。 

○議長（二橋益良） ２項目め。はい、どうぞ。 

○５番（楠 浩幸） 浜名湖西岸土地区画整理事業

において、全体なんですけれども、工事の進捗と今

後の計画について、全体計画を教えていただければ

というふうに思います。よろしくお願いします。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（片山彰宏） 浜名湖西岸土地区画

整理事業における工事の進捗につきましては、現時

点では未着手でございますため、現在工事着手に向

けて事前準備をしているという段階でございます。 

 次に、工事の計画についてでございますけども、

土地区画整理事業区域の一部で平成30年代半ばごろ

までに企業が操業開始できるよう事業の促進を図る

ために、今回補正予算を計上させていただいたもの

でございます。 

 したがいまして、仮に平成35年度に企業の一部操

業が可能となるよう工程の想定をした場合について

述べさせていただきますが、平成32年度に工事に着

手いたしまして、平成35年度までには河川のつけか

え、区画道路の築造、調整池築造、宅盤の造成を完

了させるという工事工程計画が想定されるところで

ございます。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ありがとうございます。工業

用地も早く開業していただきたいという思いもあり

ますので、可及的速やかにこの工事を進めていただ

きたいというふうに思います。よろしくお願いしま

す。以上でここを終わります。 

 それからもう一点、これ最後の質問ですけれども、

同じく８款４項５目になります。土地区画整理事業

の通信運搬費の内訳と費用の詳細、少額ではありま

すけれども教えていただきたいと思います。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（片山彰宏） 浜名湖西岸土地区画

整理事業の推進を図るよう、地権者説明会や事業進

捗状況の通知をするため、地権者約200名に対する

２回分の郵便料、具体的に申し上げますと200名の

方、２回分に、50グラム以内の定形郵便代92円を乗

じた金額を計上させてもらったものでございます。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） ありがとうございます。ここ

もあわせて早く進めていただきたいというふうに思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 それから、ここの項目の２つ目です。委託料増額

の内訳を伺いたいんですけども、よろしくお願いし

ます。 
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○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（片山彰宏） 増額の理由でござい

ますけども、平成31年度中に浜名湖西岸地区を市街

化区域へ編入できるよう、農振農用地の除外、環境、

河川、林業、公安等の協議用資料の作成業務を新た

に委託するため、予算計上したものでございます。

以上でございます。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） よくわかりました。ここの部

分についても、鉄は熱いうちに打てということは言

われるので、早目にここも進めていただきたいとい

うふうに思います。 

 どうでしょうね。 

○議長（二橋益良） それでは６款１項３目の質問

の答弁を行いたいと思います。市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 済みませんでした。

お時間いただきました。 

 当初の投資経費でございますが、ハウスの建設費

及び光熱水費等が投資経費になるかと思いますが、

約2,380万ほどの投資で帰農するという予定で聞い

ております。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） かなりの投資金額なんですけ

ども、これ、５年後に収穫が９トンで回収ができて

いく。回収時期についてですけども、事業計画の中

でどのようになってるでしょう。 

○議長（二橋益良） 市民経済部長。 

○市民経済部長（長田尚史） 計画も、議員おっし

ゃられたように５年後で回収していくということで、

投資的経費等は減価償却費の中で償却していくとい

うふうに聞いております。以上です。 

○議長（二橋益良） 楠 浩幸君。 

○５番（楠 浩幸） 昨年でしたか、花卉栽培で同

様にハウスの建築等の事業、見送った経緯があった

と思うんです。そういったこともありますんで、ま

たサポート、指導等々、やっていただいて、事業が

成功するようにお願いをして、私の質問を終わりま

す。 

○議長（二橋益良） 以上で、５番 楠 浩幸君の

質疑を終わります。 

 続いて６番 佐原佳美さんの発言を許します。６

番 佐原佳美さん。 

  〔６番 佐原佳美登壇〕 

○６番（佐原佳美） ６番 佐原佳美でございます。 

 先輩議員がお聞きして大体わかったんですが、歳

出の10款３項３目です。補正予算ですけれども。購

入する理由はというところで、地権者の申し出があ

り、毎年46万以上の借地料を払うより、購入するほ

うがよいからということはわかったんですが、かな

り本当に校舎の外壁が見た目にも哀れというか、そ

ういう状況があって、他校からお見えになったり、

練習試合とかあったようなときに、ちょっと寂しい

ものがあるなという思いがあるんですけれども、や

はりそれにも645万7,000円という大きなお金ではあ

りますが、それでは到底追いつかないのでとりあえ

ずは土地を購入するほうが先という御判断なのでし

ょうか。よろしくお願いします。 

○議長（二橋益良） 教育次長。登壇してお願いし

ます。 

  〔教育次長 落合 進登壇〕 

○教育次長（落合 進） 佐原議員にお答えいたし

ます。 

 今回購入を予定している場所は、既にプールなど

構造物がある場所でございまして、今後も必要とす

る土地となるため、地権者から申し出をいただいた

タイミングを無駄にしないように、早期に購入する

ものでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 佐原佳美さん。 

○６番（佐原佳美） 修繕よりも優先して買うのは

今なんだという理解をいたしました。ありがとうご

ざいました。 

○議長（二橋益良） 以上で、６番 佐原佳美さん

の質疑を終わります。 

 それでは続いて８番 吉田建二君の発言を許しま

す。８番 吉田建二君。 

  〔８番 吉田建二登壇〕 

○８番（吉田建二） ４款１項１目の病院の経営状

況調査の委託について、お尋ねいたします。 

 調査の項目ですとか委託期間などは、さきの議員

への答弁で理解をいたしましたが、一点だけ確認を
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させていただきたいと思います。 

 経営状況といっても、なかなか幅が広いものがあ

るわけですけども、経営診断をして、そしてその経

営診断業務の報告書をもらうとき、いわゆる経営そ

の診断の内容ですけども、例えば診療科ごとに何々

科は経営状況、経営診断はマルですよ、何々科は三

角だよ、あるいはこれは考慮する必要がある、今後

存続を考慮する必要があるとか、そういうような内

容での報告になってくるでしょうか。そこら辺につ

いてお尋ねいたします。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。登壇してお願

いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えをいたします。

それでは、想定しております経営診断の内容につき

まして、少し詳しく御説明をさせていただきたいと

思います。 

 診断の内容といたしまして、まず大きく１つ目と

しましては、病院を取り巻く医療環境と現状分析と

いうことで、その中で二次医療圏の状況、病院の現

状分析と問題点。病院の現状分析と問題点としまし

ては、患者数、それから収支の状況、職員数とか業

務量、そういったもの。 

 それから大きく２点目としまして、病院の現状と

改革プランとの関係。次に大きな項目としましては、

病院の今後のあり方ということで、その内容としま

して病床機能の考え方、診療科のあり方、病院の体

制・運営方針、経営改善策としての医療・看護師等

の医療従事者の確保について、地域連携の充実につ

いて、診療報酬体系に応じた施設基準の整備などと

いうものが主な診断の項目となっております。以上

でございます。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君、よろしいですか。 

○８番（吉田建二） 大変濃い内容の診断内容であ

るというように受けとめ、大きく期待をさせていた

だきたいと思います。反面、これだけの金額で大丈

夫かなという、ちょっと心配も感じますけども、ぜ

ひ成果を期待します。 

 では２点目の質問お願いします。 

 次に、８款２項３目でございますが、これにつき

ましても調査区域、また内容については、さきの議

員に対する答弁で理解をいたしました。 

 調査期間についても、これは当然これで行きます

と、年度内には完了するんじゃないかと、こういう

ぐあいには予測しておりますけども、事業内容が大

変大きく、内容が濃いというようなことから、年度

内に完了をされるのか、あるいは繰越明許もあり得

るというように捉えておられるのか。その点につい

てお尋ねします。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（片山彰宏） 当事業でございます

けども、地権者の皆様の御理解、御協力をいただか

ないと進めないという業務も数多くございます。 

 しかし、今現在は所定の期日までに業務が完了す

るよう、鋭意努力するという所存でございます。以

上です。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） そうしますと、年度内でとい

うことがまず予定ということでよろしいでしょうか。

その点で確認させてください。 

○議長（二橋益良） 都市整備部長。 

○都市整備部長（片山彰宏） そのとおりでござい

ます。 

○議長（二橋益良） 吉田建二君。 

○８番（吉田建二） ありがとうございました。こ

れで質疑を終わります。 

○議長（二橋益良） 以上で、８番 吉田建二君の

質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第58号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第58号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第６ 議案第59号 平成

29年度湖西市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第59号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第59号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第７ 議案第60号 平成

29年度湖西市介護保険事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに10番 竹内祐子さ

んの発言を許します。10番 竹内祐子さん。 

  〔10番 竹内祐子登壇〕 

○10番（竹内祐子） 10番 竹内祐子です。議案第

60号について質問します。 

 歳出４款１項３目。一括して質問しますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 当初の見積もり件数は何件で、８月末までに何件

あったか。１件の手数料は幾らか。30万円の算出根

拠は。教えてください。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。登壇してお願

いします。 

  〔健康福祉部長 山本 渉登壇〕 

○健康福祉部長（山本 渉） お答えをいたします。 

 当初予算の見積もり件数につきましては、4,407

件を見込んでおりまして、８月末までに2,950件分

の支払いを行っております。 

 １件当たりの手数料につきましては、１件45円と

なっております。 

 30万円の算出根拠につきましては、平成29年度の

総支払い件数を１万1,070件と見込みまして、不足

分を6,663件分として算出をしたものでございます。

以上です。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） 当初は4,407件分を予定して、

当初予算19万9,000円でしたか、を計上していたん

ですけれども、８月末になったら2,950件支払いを

して、ちょっとこれは見積もり間違いだったかとい

うふうに気づいたということなんでしょうか。 

○議長（二橋益良） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（山本 渉） 今回補正をお願いし

たという、要するに大きく件数が増加したという理

由でございますけども、３つ挙げられます。 

 １つ目は介護予防日常生活支援総合事業が、平成

28年度から始まったところでありまして、利用件数

も徐々にふえていくといった状況でありました。そ

ういった中で、予算編成の段階では見込みが難しく、

想定以上に利用者がふえているということが一点ご

ざいます。 

 それから２つ目としまして、28年度までは一般会

計の在宅福祉サービスとして実施していたはつらつ

デイサービスを、29年度からこの総合事業に移行し

たわけですが、こちらは一部予算で見込んではいた

んですが、それが想定以上の方がこの総合事業に移

行したことによって、それに伴う支払い件数が増加
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したということ。 

 それから３つ目として、要支援認定を受けていな

い総合事業利用者の方のケアマネジメント費がござ

いますが、それにつきましては28年度までは事業者

から市へ直接請求であったのが、制度改正がありま

して、29年度本年度からは国保連合会の審査を受け

ることになったことから、審査支払手数料が発生す

ることとなりました。しかしながら、その改正内容

を十分理解しておらずに、その分のそれに伴う増加

分を計上していなかったということがございます。 

 それら３点の理由によって、今回大きく見込み違

いで増加をしたということでございます。以上でご

ざいます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） よくわかりましたけれども、

制度改正が行われてくるものに関しては、やはりし

っかりと職員の皆さんは、その部分は認識していか

ないといけないのではないかなと思いました。 

 わかりました。どうもありがとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、10番 竹内祐子さん

の質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第60号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第60号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第８ 議案第61号 平成

29年度湖西市後期高齢者医療事業特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第61号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第61号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第９ 議案第62号 平成

29年度湖西市公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）を議題といたします。 

 質疑を行います。質疑通告書が提出されておりま

すので、発言を許します。初めに10番 竹内祐子さ

んの発言を許します。10番 竹内祐子さん。 

  〔10番 竹内祐子登壇〕 

○10番（竹内祐子） 10番 竹内祐子です。議案第

62号の歳出１款２項１目の一般人件費のところで質

問します。一括して質問しますので、よろしくお願

いいたします。 

 職員がふえた理由と、異動元は一人減になります

が、そこのところは大丈夫だったかということでお

願いいたします。 

○議長（二橋益良） 環境部長。登壇してお願いし

ます。 
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  〔環境部長 松本省貴登壇〕 

○環境部長（松本省貴） お答えをいたします。 

 下水道課におきましては、地方公営企業法の適用

に向けた準備のため、条例や規則などの作成や、貸

借対照表、損益計算書などといった企業会計システ

ムの構築、またこれらに関連する関係機関や庁内関

連部署との調整などを、通常業務と並行して行って

いるところでございます。 

 また、今年度は企業会計の移行に当たり、出納整

理期間がございませんで、平成30年３月31日までの

収入と支出をもって下水道特別会計の打ち切り決算

を行うということで、今年度の事業は早期着手、早

期完了に努めておりまして、著しい業務量の増加に

対応しているところでございます。 

 こうした折、湖西病院において年度の途中で新規

職員を採用し、事務職員の配置が可能となったとい

うことから、７月から１名の増員をしていただいた

ものでありまして、異動元の病院においても欠員は

生じておりません。以上でございます。 

○議長（二橋益良） 竹内祐子さん。 

○10番（竹内祐子） わかりました。当初、忙しい

業務になってくるんだけれども、人は配置できなか

ったけれども、ちょっといいことがあったんでしょ

うね。ですので人がふえて、公共下水のほうも頑張

って仕事に当たっていただきたいと思います。あり

がとうございました。 

○議長（二橋益良） 以上で、10番 竹内祐子さん

の質疑を終わります。 

 通告された質疑は以上です。ほかに質疑のある方

はございませんか。17番 神谷里枝さん。 

  〔17番 神谷里枝登壇〕 

○17番（神谷里枝） 17番 神谷里枝です。 

 ただいま答弁で、病院のほうで年度途中に１名採

用した方を公下水のほうへ回したということだった

でしょうか。一度確認させてください。 

○議長（二橋益良） 環境部長。登壇してお願いし

ます。 

  〔環境部長 松本省貴登壇〕 

○環境部長（松本省貴） お答えをいたします。 

 病院のほうで７月に新たに１人の職員を採用する

ということに伴いまして、職員が１人ふえるわけで

すけども、余った事務職員を１名、下水のほうに回

していただいたということでございます。病院のほ

うでは社会福祉士が不足していたということで採用

されたということでございます。以上です。 

○議長（二橋益良） 神谷里枝さん。 

○17番（神谷里枝） わかりました。市から行って

いた職員１人が、社会福祉士の資格を持ってる人を

採用したので、１人の人が本庁のほうへ戻ってきた。

そういうことですね。了解できました。ありがとう

ございます。 

○議長（二橋益良） 以上で、17番 神谷里枝さん

の質疑を終わります。 

 ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 お諮りいたします。本件は会議規則第37条第３項

の規定に基づいて委員会の付託を省略することに御

異議ございませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 異議なしと認め、本件は委員

会の付託を省略いたします。 

 討論を行います。討論のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で討論を終わります。 

 それでは議案第62号について採決いたします。本

案を原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を

求めます。 

  〔賛成者挙手〕 

○議長（二橋益良） 挙手全員であります。したが

って議案第62号は原案のとおり可決されました。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第10 議案第64号 平成

28年度湖西市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 本件は総務経済委員会に付託いたします。 
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───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第11 議案第65号 平成

28年度湖西市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認

定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 本件は福祉教育委員会に付託いたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第12 議案第66号 平成

28年度湖西市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出

決算認定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 本件は総務経済委員会に付託いたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第13 議案第67号 平成

28年度湖西市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 本件は建設環境委員会に付託いたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第14 議案第68号 平成

28年度湖西市水道事業会計剰余金の処分及び決算の

認定についてを議題といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 本件は建設環境委員会に付託いたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 日程第15 議案第69号 平成

28年度湖西市病院事業会計決算認定についてを議題

といたします。 

 質疑を行います。本件に対する質疑の通告はあり

ません。ほかに質疑のある方はございませんか。 

  〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（二橋益良） 以上で質疑を終わります。 

 本件は福祉教育委員会に付託いたします。 

───────────────── 

○議長（二橋益良） 以上で本日の日程は終了いた

しました。 

 ここで、本日委員会に付託いたしました議案を事

務局長に朗読させます。 

  〔議会事務局長朗読〕 

○議長（二橋益良） それでは、本日はこれにて散

会いたします。お疲れさまでございました。 

午後２時52分 散会 

───────────────── 


